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毎月１日発行

７月号

02  特集02  特集

今、私たちにできること今、私たちにできること
06  市からのお知らせ／市長の一筆入魂06  市からのお知らせ／市長の一筆入魂
1212    まちのできごとほっとトピックスまちのできごとほっとトピックス
1414    つるおか情報掲示板つるおか情報掲示板
2222    きらりと輝く人／声‐voice‐きらりと輝く人／声‐voice‐
2323    各種相談窓口各種相談窓口

【あつみ温泉ばら園】【あつみ温泉ばら園】
温泉街を一望できる高台に約90種類3,000温泉街を一望できる高台に約90種類3,000
本が咲き誇る同園。週末には園内の噴水にバ本が咲き誇る同園。週末には園内の噴水にバ
ラを浮かべる演出も行われ、赤・ピンク・白・ラを浮かべる演出も行われ、赤・ピンク・白・
黄色など色とりどりのバラがその美しさと豊黄色など色とりどりのバラがその美しさと豊
かな香りで訪れた人々を魅了しています。かな香りで訪れた人々を魅了しています。
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朝
日
地
域
に
住
む
、
聴
覚
障
害

の
あ
る
渡
部
佐
一
さ
ん
。
あ
る
日
、

同
じ
く
耳
が
不
自
由
な
友
人
か
ら

気
に
な
る
話
を
聞
き
ま
し
た
。

 

「
あ
る
お
店
で
買
い
物
を
し
た
ら
、

店
員
の
対
応
で
と
て
も
嫌
な
思
い

を
し
た
」。

―
そ
こ
で
佐
一
さ
ん
が
そ
の
お
店

を
訪
れ
る
と
、
確
か
に
店
員
の
対

応
は
荒
っ
ぽ
く
、
障
害
へ
の
配
慮

が
な
い
も
の
で
し
た
。
残
念
に
思

う
と
同
時
に
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な

対
応
を
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
、
と
疑

問
を
感
じ
ま
し
た
。

　

私
た
ち
が
普
段
何
気
な
く
送
っ

て
い
る
日
常
生
活
の
中
に
は
、
障

害
の
あ
る
人
に
と
っ
て
様
々
な
障

壁
と
な
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
例

え
ば
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
上
に
置
か

れ
た
自
転
車
や
車
椅
子
で
は
入
れ

な
い
公
衆
ト
イ
レ
、
障
害
の
あ
る

人
が
い
る
こ
と
を
考
慮
し
て
い
な

い
制
度
や
慣
行
、
誤
解
や
偏
見
な

ど
で
す
。
こ
れ
ら
の
物
理
的
・
社

会
的
な
障
壁
は
障
害
の
な
い
人
に

は
見
え
ず
、
障
壁
だ
と
意
識
し
て

い
な
い
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。暮

ら
し
に
寄
り
添
う

　

一
口
に
障
害
と
言
っ
て
も
そ
の

状
態
は
様
々
で
、
そ
の
人
を
取
り

巻
く
環
境
に
よ
っ
て
も
必
要
な
支

援
は
違
い
ま
す
。
障
害
の
あ
る
人

が
抱
え
る
困
り
ご
と
や
悩
み
ご
と

の
解
決
に
向
け
た
協
力
者
と
し
て
、

身
体
障
害
者
相
談
員
・
知
的
障
害

者
相
談
員
（
以
下
「
障
害
者
相
談

問
合
せ　

本
所
福
祉
課
☎
25
‐
２
１
１
１
内
線
１
３
０

特集

渡部 佐一 さん

渡部 秀一 さん
Saichi Watanabe

Syuichi Watanabe

―
へ
ち
ま
い
す
や
し
ら
暮
が
人
の
て
全
を
岡
鶴
の
日
明
―
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て
分
か
り
や
す
く
説
明
す
る
た
め

の
カ
ー
ド
を
、
朝
日
身
体
障
害
者

福
祉
協
会
と
一
緒
に
作
成
。
耳
が

不
自
由
な
こ
と
を
ス
ム
ー
ズ
に
伝

え
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。「
見

た
目
で
は
分
か
ら
な
い
の
で
、
こ

ち
ら
か
ら
表
示
す
る
必
要
が
あ
る

と
思
い
ま
し
た
」
と
秀
一
さ
ん
。

さ
ら
に
、
カ
ー
ド
の
効
果
が
よ
り

発
揮
さ
れ
る
よ
う
に
、
朝
日
身
体

障
害
者
福
祉
協
会
か
ら
朝
日
地
域

の
お
店
や
公
共
施
設
へ
カ
ー
ド
の

趣
旨
を
説
明
す
る
文
書
を
配
布
し

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
そ
の
お
店
で
は
障
害

者
差
別
解
消
法
の
勉
強
会
を
開
催

し
、
筆
談
に
備
え
て
ホ
ワ
イ
ト
ボ

ー
ド
を
設
置
。
一
つ
の
相
談
を
き

っ
か
け
に
、
多
く
の
方
が
行
動
を

起
こ
し
て
く
れ
ま
し
た
。

員
」）が
い
ま
す
。
本
市
で
は
現
在
、

25
人
の
方
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

障
壁
を
取
り
除
く
た
め
に

　

朝
日
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
の

会
長
を
務
め
る
渡
部
秀
一
さ
ん
は

障
害
者
相
談
員
の
一
人
で
す
。
活

動
の
一
環
で
佐
一
さ
ん
の
お
宅
を

訪
問
し
た
際
、
お
店
の
不
愉
快
な

対
応
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。

 

「
―
解
決
し
な
け
れ
ば
」

　

秀
一
さ
ん
は
早
速
お
店
へ
連
絡

し
、「
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
」

を
し
な
い
よ
う
定
め
た
「
障
害
者

差
別
解
消
法
」（
正
式
に
は「
障
害

を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推

進
に
関
す
る
法
律
」。
平
成
28
年

４
月
施
行
）
の
考
え
方
を
理
解
し

て
も
ら
え
る
よ
う
伝
え
ま
し
た
。

ま
た
、
佐
一
さ
ん
の
障
害
に
つ
い

▲作成したカード。希望する方に
差し上げます。朝日福祉センター
内朝日身体障害者福祉協会事務局
FAX53‐2794、☎53‐2795へ

Ｉｎｔｅｒｖｉｅｗ
インタビュー

特集　　　今、私たちにできること

暮らしの安心も楽しみも暮らしの安心も楽しみも
みんなが感じることができるまちへみんなが感じることができるまちへ

　自身にも障害のある相談員とし
て、同じ目線で相談を受けたり、
助言や必要な援助をしたりする協
力者。様々な関係機関へつなぐパ
イプ役を担っています。
－取り組み－
　・生活上の様々な相談に応じる
　・必要な制度の活用を援助する
　・文化・スポーツ活動等の社会
　　参加の促進を図る

障害者相談員

救急や警察での対応でも不安に感じることが度々
ありました。地域の有線放送も、親や娘に教えて
もらわなければ分かりません。本当は自分で情報
を得て判断したいのです。ただ、娘の学校からの
お知らせが数年前からメールで来るようになった
のはとても助かっています。でも、本当に安心で
きる社会への道のりはまだまだ遠いなと感じます。
秀一さん　多くのお店や施設は、まだ障害のある
人への対応が十分とは言えません。特に「見えな
い」「聞こえない」方は、健康な人にとっては想
像できない不便さを感じていることを、伝えてい
かなければいけないと思っています。今回のケー
スのように、様々な立場の人への配慮がもっと広
まればいいなと思います。

佐一さん　私の妻も聴覚障害があり、以前は不親
切な対応を受けることが怖く、お店に行きたくな
いと言っていましたが、カードのおかげで今は安
心して利用できるようになったと言います。
秀一さん　今回の件について先方に相談しに行っ
たら、とても丁寧なお返事をいただきました。至
らない点があったことを受け止めて、解決に取り
組んでくれたことはとてもうれしかったですね。
そして、それが当たり前の社会になってくれれば
とも思います。
佐一さん　正直に言えば、私たちにとって残念な
こと、不安なことはまだまだたくさんあります。
例えば、ほとんどの映画館は邦画の字幕放映をし
ていないので、見られる映画は限られます。また、



44

誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
、鶴
岡
へ

　

障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、

全
て
の
人
が
暮
ら
し
や
す
い
社
会

の
実
現
に
向
け
、
市
で
は
障
害
を

理
由
と
す
る
差
別
を
解
消
す
る
た

め
の
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
き
ま
す
。
条
例
づ
く
り
で

は
、
障
害
の
あ
る
人
へ
の
差
別
解

消
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

も
っ
と
関
心
を
持
っ
て
も
ら
い
、

幅
広
い
理
解
を
得
な
が
ら
進
め
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

障
害
の
特
性
や
現
状
、
差
別
解

消
に
必
要
な
視
点
等
を
整
理
し
な

が
ら
、
情
報
の
発
信
と
環
境
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

条
例
づ
く
り
の
過
程
で
は
、
有
識

者
等
に
よ
る
検
討
に
加
え
、
障
害

の
あ
る
人
と
そ
の
家
族
、
関
係
団

体
や
事
業
者
等
の
意
見
を
取
り
入

れ
て
い
く
予
定
で
す
。

身
近
な
合
理
的
配
慮

　

障
害
の
あ
る
人
が
困
ら
な
い
よ

う
に
、
周
り
の
人
や
社
会
が
す
べ

き
無
理
の
な
い
調
整
の
こ
と
を
、

障
害
者
差
別
解
消
法
で
は
「
合
理

的
配
慮
」
と
言
い
ま
す
。
例
え
ば
、

車
椅
子
利
用
者
の
た
め
の
ス
ロ
ー

プ
や
低
め
の
カ
ウ
ン
タ
ー
、
高
い

所
の
商
品
を
渡
す
な
ど
の
配
慮
、

障害のある方からも障害のある方からも
積極的に積極的に

　障害の特性や程度によって求め
られる配慮は様々ですが、決して
難しいことではありません。困っ
ている様子の方がいたら、「何かお

手伝いできることはありま
すか？」と声を掛けてみま
しょう。希望に応じてでき
る範囲でサポートすること
が大切です。

 「今、何が起こっているのです
か？」「ゆっくり話してください」
「書いて説明してください」等、
日常生活や災害時に必要な言葉や
イラストが表示された冊子などの、
コミュニケーションを支援する
ツールがあります。市役所の各窓
口ではマーカーペンで書き込みで
きるものを活用しています。

１１その
２２その

３３その

「何かお手伝いできる「何かお手伝いできる
ことはありますか？」ことはありますか？」

接客や受付・窓口など接客や受付・窓口など
での配慮での配慮

　筆談用のボードや筆談対応ができ
る旨のサイン、呼出ベルなどを設置
し、「必要な援助をします」という
意思表示をすることで、障害のある
人が安心して利用することができま
す。また、宿泊施設やタクシー
などの予約や受付を電子メー
ル・FAXで対応することなど
も合理的配慮の一つです。

　障害のない人が「知らないこと」
「分からないこと」はありますし、
内部障害や精神障害など、見た目で
は分かりにくい障害の場合もありま
す。障害があることを言い出しにく

い状況もありますが、可
能であれば自分の障害の
こと、求めている配慮の
内容を教えてください。

様々な方の様々な方の
意思伝達を助ける意思伝達を助ける
ツールがありますツールがあります
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筆
談
・
読
み
上
げ
・
手
話
・
分
か

り
や
す
い
表
現
等
、
障
害
の
状
態

に
応
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

手
段
の
提
供
な
ど
で
す
。
ま
た
、

「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」
や
、
障
害
の

有
無
、
年
齢
な
ど
に
か
か
わ
ら
ず

誰
で
も
利
用
し
や
す
い
よ
う
に
製

品
・
サ
ー
ビ
ス
等
を
デ
ザ
イ
ン
す

る
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
」

を
導
入
す
る
こ
と
も
、
合
理
的
配

慮
と
言
え
ま
す
。

未
来
の
た
め
に
で
き
る
こ
と

　

障
害
の
あ
る
人
と
な
い
人
が
こ

の
社
会
で
と
も
に
暮
ら
し
て
い
く

た
め
、
お
互
い
を
尊
重
し
合
う
こ

と
。
そ
れ
は
、
全
て
の
人
々
が
豊

か
に
暮
ら
し
て
い
く
こ
と
に
も
つ

な
が
っ
て
い
き
ま
す
。「
今
、
私

た
ち
に
で
き
る
こ
と
」
は
何
か
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

ちょっとした「気持ち」を「行動」に

できることから始めよう

　６月10日に鶴岡青年会議所が開催。車椅子・
手話・妊婦等の体験、視覚障害のあるピアニス
ト・今野加世氏の演奏や講演会などを通じ生活
の中にある障壁を知ることで、ユニバーサルデ
ザインの考え方への理解を深めました。

フラッとたいけん

４４その 様々な障壁を知る様々な障壁を知る

　車椅子では補助が必要な段差も、
電動車椅子なら一人で乗り越える
ことができます。

車椅子体験車椅子体験 手話体験手話体験
　簡単な手話や、買い物の際のや
り取りを実演を交えて紹介。どの
ような配慮が必要か学びました。

今野加世氏のピアノ演奏の様子

　技術の発達や法の整備等で、施設や道具な
どハード面の取り組みは随分進んでいます。
しかし、どんなに最先端の設備が備わってい
ても、困ってしまう場面は必ずあると思いま
す。そんなとき、周囲の人間が「何が障壁と
なっているのか」分からなければ、お手伝い
することもできません。今回は体験ブースを
設けることで、生活の中にある障壁を自分の
こととして感じてもらうことを目指しました。
　この企画が、皆さんが自分たちにできるこ
とについて考えるきっかけになっていたらう
れしいですね。

まずは知ってもらうことから

公益社団法人
鶴岡青年会議所
2018年度
地域交流委員会委員長
神子 和義 氏 

高齢者体験高齢者体験
　視野の狭まりや聞こえづらさ等
を体験。どんな動作に不安がある
のかを知りました。

動きづらいね

特集　　　今、私たちにできること
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市役所電話番号
　本　　所☎25‐2111　藤島庁舎☎64‐2111　羽黒庁舎☎62‐2111
　櫛引庁舎☎57‐2111　朝日庁舎☎53‐2111　温海庁舎☎43‐2111

（６）

ゴールドパス（高齢者用バス定期券）等の出張販売
高齢者等の外出支援

■問本所地域振興課内「鶴岡市地域公共交通活性化協議会」事務局☎内線522または庄内交通㈱☎22‐2600へ

会　場 日　時
上郷コミュニティセンター 7月18日○水14：00～15：00
三瀬コミュニティセンター 7月12日○木14：00～15：00
小堅コミュニティセンター 7月25日○水10：30～11：30
由良コミュニティセンター 7月25日○水13：30～14：30
加茂コミュニティセンター 7月10日○火14：00～15：00
湯野浜コミュニティセンター 7月５日○木14：00～15：00
大山コミュニティセンター 7月23日○月10：30～11：30
西郷地区農林活性化センター 7月13日○金14：00～15：00
市役所藤島庁舎市民ホール 7月12日○木10：00～12：00
やまぶし温泉「ゆぽか」 7月11日○水17：00～19：00
くしびき温泉「ゆ～Town」 7月13日○金10：00～12：00
かたくり温泉「ぼんぼ」 7月10日○火10：00～12：00
温海ふれあいセンター 7月９日○月10：00～12：00

会　場 日　時
市役所本所１階市民ホール 7月17日○火10：00～12：00
第一学区コミュニティ防災センター 7月５日○木10：30～11：30
第二学区コミュニティ防災センター 7月20日○金10：30～11：30
第三学区コミュニティセンター 7月11日○水10：30～11：30
第四学区コミュニティセンター 7月６日○金10：30～11：30
第五学区コミュニティ防災センター 7月19日○木10：30～11：30
第六学区コミュニティ防災センター 7月20日○金14：00～15：00
斎コミュニティ防災センター 7月６日○金14：00～15：00
黄金コミュニティ防災センター 7月17日○火14：00～15：00
湯田川コミュニティセンター 7月19日○木14：00～15：00
農村センター（大泉） 7月24日○火10：30～11：30
京田コミュニティ防災センター 7月９日○月14：00～15：00
栄コミュニティ防災センター 7月26日○木10：30～11：30
田川コミュニティセンター 7月23日○月14：00～15：00

■出張販売会場・日時

　「70歳以上の方」と「運転免許の全てを自主返納した方」のバス定期券購入に補助します。次のとおり出張
販売をしますので、ぜひご利用ください。

■購入時に必要な物
▷高齢者用定期「ゴールドパス」
　　　　　　　　　　　　　　　
▷運転免許証返納者割引定期券　
※顔写真が準備できない方のために、その場で撮影も行います。
※各定期券は代理の方でも購入できます。対象の方の上記「購入時に必要な物」をお持ちください。

…顔写真（縦約2.5cm×横約2.0cm）、保険証などの住所・年齢を証明でき
　るもの
…顔写真（縦約2.5cm×横約2.0cm）、運転経歴証明書

　

毎
年
5
月
25
日
の
鶴
岡
天
神
祭
。
今
年
は

新
し
い
試
み
と
し
て
、
前
日
に
荘
銀
タ
ク
ト

鶴
岡
を
会
場
と
し
た
宵
祭
が
行
わ
れ
、
羽
黒

高
校
美
術
部
の
皆
さ
ん
が
デ
ザ
イ
ン
し
て
く

れ
た
大
絵
馬
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
山
車
が
お

披
露
目
さ
れ
た
。

　

華
や
か
な
パ
レ
ー
ド
や
翌
日
ま
で
軒
を
並

べ
た
屋
台
も
楽
し
み
だ
が
、
祭
り
の
原
点
は
、

菅
原
道
真
公
を
祀ま
つ

る
鶴
岡
天
満
宮
に
あ
る
。

都
か
ら
太
宰
府
に
配
流
さ
れ
た
道
真
公
を
慕

う
人
々
が
別
れ
を
惜
し
み
、
姿
を
変
え
、
顔

を
隠
し
て
酒
を
酌
み
交
わ
し
た
と
い
う
言
い

伝
え
が
、
街
中
を
歩
く
編
み
笠
化
け
も
の
姿

と
し
て
今
に
伝
わ
る
。
正
に
東
北
の
奇
祭
と

呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
祭
り
だ
。

　

本
祭
の
朝
、
天
満
宮
で
執
り
行
わ
れ
た
厳

か
な
祭
祀し

に
参
列
す
る
と
、
境
内
に
ハ
ー
バ

ー
ド
大
学
医
学
部
の
先
生
が
ご
夫
婦
で
祭
り

見
物
に
来
ら
れ
て
い
る
、
と
同
席
し
た
方
が

教
え
て
く
れ
た
。
傍
ら
に
は
出
羽
庄
内
国
際

村
か
ら
派
遣
さ
れ
た
方
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
通

訳
と
し
て
同
行
さ
れ
て
い
た
。
私
が
度
胸
だ

け
の
英
語
で
語
り
掛
け
る
と
、
日
本
は
13
回

目
だ
と
言
う
。
こ
れ
ま
で
は
九
州
な
ど
を
旅

行
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
そ
う
だ
が
、
初
め

て
東
北
へ
。
２
週
間
ほ
ど
の
滞
在
の
中
に
鶴

岡
を
組
み
込
ん
で
く
れ
た
の
だ
。

　

訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
は
、
今
や
年
間
３
、

０
０
０
万
人
に
迫
り
、
２
０
２
０
年
に
は
４
、

０
０
０
万
人
が
目
標
と
さ
れ
て
い
る
。
国
際

運転免許証返納者
割引定期券 １か月券 2,500円（通常料金１万円）

高齢者用定期
「ゴールドパス」

１か月券 2,500円（通常料金１万円）
３か月券 7,500円（通常料金２万7,000円）

▽対象者　本市に住民登録がある70歳以上の方

■販売する定期券
　庄内全域の庄内交通㈱バス路線（高速バス等一部路線除く）と市営バス路線が乗降自由の定期券です

▽対象者　本市に住民登録があり、運転免許を自主返納した方で運転経歴証明書をお持ちの方本市に住民登録があり、運転免許を自主返納した方で運転経歴証明書をお持ちの方
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市
政

上
下
水
道
事
業
経
営
審
議
会

公
募
委
員
を
募
集

　

水
道
事
業
、
公
共
下
水
道
事
業
、
集
落
排

水
事
業
及
び
浄
化
槽
事
業
の
運
営
等
に
つ
い

て
審
議
す
る
同
審
議
会
の
公
募
委
員
を
募
集

し
ま
す
。

■対
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方
５
人
以
内
（
地

方
公
共
団
体
の
議
会
の
議
員
及
び
常
勤
の
公

務
員
を
除
く
）　

①
今
年
10
月
１
日
現
在
で

20
歳
以
上
で
あ
る　

②
市
内
・
三
川
町
に
住

民
登
録
が
あ
る
、
ま
た
は
勤
務
・
通
学
し
て

い
る　

③
平
日
に
開
催
す
る
会
議
に
出
席
で

き
る　

■申
７
月
31
日
○火
ま
で
上
下
水
道
部
総

務
課
☎
23
‐
７
７
３
１
へ
（
郵
送
は
当
日
必

着
）　

■他
市
HP

廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会

公
募
委
員
を
募
集

　

一
般
廃
棄
物
の
減
量
及
び
再
利
用
の
促
進

等
に
つ
い
て
審
議
す
る
同
審
議
会
の
公
募
委

員
を
募
集
し
ま
す
。

■対
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方
５
人
以
内
（
地

方
公
共
団
体
の
議
会
の
議
員
及
び
常
勤
の
公

務
員
を
除
く
）　

①
今
年
７
月
31
日
現
在
で

20
歳
以
上
で
あ
る　

②
市
内
の
事
業
所
等
に

勤
務
し
、
そ
の
事
業
所
の
代
表
と
し
て
会
議

に
出
席
で
き
る
（
事
業
主
を
含
む
）　

③
平

日
に
開
催
す
る
会
議
に
出
席
で
き
る　

■申
８

月
１
日
○水
ま
で
廃
棄
物
対
策
課
☎
22
‐
２
８

４
８
へ
（
郵
送
は
当
日
必
着
）　

■他
市
HP

鶴岡市職員採用試験【平成31年４月１日採用予定】

職員募集

■募集職種・受験資格
▷土木（社会人経験者）…昭和54年４月２日以降に生
　まれ、技術士、技術士補または１級土木施工管理技士
　の資格を有し、民間企業の社員または公務員として設
　計業務、施工管理等の経験が５年以上ある方
▷建築（社会人経験者）…昭和54年４月２日以降に生
　まれ、１級または２級建築士の資格を有し、民間企業
　の社員または公務員として設計業務、施工管理等の経
　験が５年以上ある方
▷病院事務総合職（社会人経験者）…昭和54年４月２
　日以降に生まれ、診療情報管理士の資格を有し、病院
　等医療機関で医療事務（診療情報管理業務、診療報酬
　請求業務等）の経験が５年以上ある方
▷歯科衛生士（短大卒程度）…昭和59年４月２日以
　降に生まれ、歯科衛生士免許を取得している方及び平
　成31年４月までに取得見込みの方
▷初級行政（高卒程度）…平成９年４月２日～13年４
　月１日に生まれた方（４年制大学を卒業した方及び卒
　業する見込みの方を除く）
▷消防士（高卒程度）…平成元年４月２日～13年４月
　１日に生まれ、採用後、鶴岡市に居住でき、普通自動
　車運転免許（ＡＴ車限定を除く）を有する方及び平成
　31年４月末までに取得見込みの方
▷消防士（職務経験者）…昭和54年４月２日以降に生
　まれ、採用後、鶴岡市に居住でき、山形県外で消防士

　としての職歴が３年以上ある現職の方
■試験日時
▷１次試験…９月16日○日午前10時
▷２次試験…１次試験合格者を対象に10月下旬実施予
　　　　　　定
■試験会場
▷土木、建築、初級行政…総合保健福祉センター「にこ♥

　ふる」（２次試験は市役所本所）
▷病院事務総合職、歯科衛生士…荘内病院（２次試験も
　同じ）
▷消防士…消防本部（２次試験も同じ）
■申込み受付
▷７月11日○水～８月９日○木に、申込書を市役所本所職
　員課へ（郵送の場合は８月9日○木までの消印有効）
▷市HP「電子申請」からも手続きができます
■試験案内・申込書等の交付
▷市役所本所職員課、各地域庁舎総務企画課、荘内病院
　総務課及び消防本部総務課で交付
▷郵便で請求する場合は、封筒の表に「試験案内請求」
　と朱書きし、140円分の切手を貼った返信用封筒（宛
　先を明記した角形２号封筒。折り畳んでもかまいませ
　ん）、応募職種・連絡先を記入したメモを同封して、市
　役所本所職員課（〒997‐8601市内馬場町９‐25）へ
▷市HP「人事・職員採用」からダウンロードすることも
　できます

■問本所職員課☎内線327

都
市
で
あ
る
東
京
、
大
阪
、
京
都
が
真
っ
先

に
訪
問
先
に
選
ば
れ
て
き
た
が
、
私
は
、
い

よ
い
よ
地
方
、
田
舎
が
求
め
ら
れ
始
め
て
い

る
の
だ
、
と
感
じ
た
。
地
方
の
祭
り
・
文
化
・

暮
ら
し
、
観
光
化
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
あ

り
の
ま
ま
の
日
本
。
ご
夫
妻
を
午
後
に
再
び

お
見
掛
け
し
た
時
に
は
、
奥
様
は
化
け
も
の

姿
に
。
サ
ン
グ
ラ
ス
を
掛
け
た
化
け
も
の
に

「
お
似
合
い
で
す
よ
」
と
声
を
掛
け
、
一
緒

に
写
真
に
納
ま
っ
た
。

　

鶴
岡
市
の
交
流
人
口
は
県
内
の
市
町
村
で

は
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
、
毎
年
６
０
０
万
人
ほ
ど
。

宿
泊
、
買
い
物
な
ど
の
経
済
効
果
は
人
口
減

少
に
立
ち
向
か
う
武
器
と
な
る
。
先
日
、
毎

月
１
回
行
わ
れ
る
市
の
部
課
長
会
議
に
お
い

て
、
全
て
の
部
署
・
職
員
が
も
っ
と
観
光
マ

イ
ン
ド
を
も
っ
て
取
り
組
む
よ
う
に
、
と
指

示
を
し
た
。
例
え
ば
、
6
月
に
開
催
さ
れ
た

マ
タ
ギ
サ
ミ
ッ
ト
。
鳥
獣
被
害
対
策
を
所
管

す
る
農
林
水
産
部
の
仕
事
だ
と
狭
く
捉
え
る

の
で
は
な
く
、
よ
り
多
く
の
人
が
訪
れ
、
鶴

岡
の
魅
力
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
機
会
、
つ

ま
り
交
流
人
口
の
拡
大
に
つ
な
げ
る
と
い
う

思
い
を
持
っ
て
取
り
組
む
べ
き
な
の
だ
。

　

天
神
祭
の
パ
レ
ー
ド
に
は
、
子
ど
も
た
ち

の
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
踊
り
に
交
じ
っ
て
首
都

圏
鶴
岡
会
の
皆
さ
ん
の
姿
が
あ
っ
た
。
先
日
、

上
京
の
折
、
同
会
相
談
役
の
渡
部
洋
さ
ん
な

ど
と
お
話
す
る
機
会
が
あ
っ
た
。「
鶴
岡
駅

に
降
り
立
っ
て
迷
っ
て
い
る
人
に
、
す
ぐ
に

お
薦
め
の
行
き
先
を
伝
え
る
意
気
込
み
を
」。

故
郷
を
愛
す
る
熱
い
気
持
ち
か
ら
、
も
っ
と

鶴
岡
の
魅
力
を
発
信
し
て
ほ
し
い
と
い
う
渡

部
さ
ん
た
ち
の
思
い
に
、
市
と
市
民
が
協
働

で
応
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
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年
金
・
医
療

基
準
収
入
額
適
用
申
請
書
の

提
出
を
お
願
い
し
ま
す

　

国
民
健
康
保
険
の
高
齢
受
給
者
（
70
歳
以

上
）
及
び
後
期
高
齢
者
の
自
己
負
担
割
合
は
、

毎
年
見
直
す
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
前
年

の
所
得
が
一
定
以
上
あ
る
方
の
自
己
負
担
割

合
は
３
割
で
、
申
請
に
よ
っ
て
１
割
ま
た
は

２
割
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
３
割
負
担
の
方
に
基
準
収
入

額
適
用
申
請
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、

同
封
し
た
説
明
書
に
記
載
の
基
準
額
を
下
回

る
と
思
わ
れ
る
方
は
、
７
月
13
日
○金
ま
で
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
課
税
資
料
で
明
ら
か
に
基
準
額

を
超
え
る
と
判
断
さ
れ
る
方
に
は
、
申
請
書

を
送
付
し
ま
せ
ん
。

■問
本
所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
２
７
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

国
民
健
康
保
険
証
兼
高
齢
受

給
者
証
が
新
し
く
な
り
ま
す

　

現
在
お
持
ち
の
鶴
岡
市
国
民
健
康
保
険
証

と
高
齢
受
給
者
証
の
有
効
期
限
は
７
月
31
日

○火
で
す
。
８
月
１
日
○水
か
ら
使
用
す
る
保
険

証
は
、
世
帯
主
宛
に
家
族
分
を
ま
と
め
て
７

月
末
ま
で
に
お
送
り
し
ま
す
。
期
限
の
切
れ

た
保
険
証
等
は
、
破
棄
す
る
か
、
本
所
国
保

年
金
課
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
こ
れ
ま
で
70
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の

■ ■ ■ ■ ■ 　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

（
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
）
…
特
別
徴
収

以
外
の
方
は
、
同
通
知
書
に
同
封
の
納
付
書
、

ま
た
は
口
座
振
替
で
納
付
し
ま
す
。
納
期
は

年
８
回
（
７
月
〜
来
年
２
月
の
毎
月
）
で
す　

■問
本
所
長
寿
介
護
課
☎
内
線
１
８
７
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

介
護
保
険
の
軽
減
確
認
証
・
負
担

限
度
額
認
定
証
の
更
新
時
期
で
す

　

軽
減
確
認
証
、
負
担
限
度
額
認
定
証
を
お

持
ち
の
方
に
申
請
書
類
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

手
続
き
が
遅
れ
る
と
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料

の
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ま
だ
手

続
き
を
し
て
い
な
い
方
は
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

　

昨
年
度
該
当
し
な
か
っ
た
方
で
も
、
今
年

８
月
１
日
以
降
に
対
象
要
件
を
満
た
せ
ば
、

確
認
証
、
認
定
証
の
交
付
対
象
に
な
る
場
合

も
あ
り
ま
す
が
、
新
た
に
交
付
を
受
け
る
た

め
に
は
、
窓
口
で
の
申
請
が
必
要
で
す
。　

■問
本
所
長
寿
介
護
課
☎
内
線
１
９
４
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

介
護
保
険
負
担
割
合
証
が　

新
し
く
な
り
ま
す

　

現
在
お
持
ち
の
介
護
保
険
負
担
割
合
証
の

有
効
期
限
は
７
月
31
日
○火
で
す
。
８
月
１
日

○水
か
ら
使
用
す
る
負
担
割
合
証
は
７
月
末
ま

で
に
お
送
り
し
ま
す
。
期
限
の
切
れ
た
負
担

割
合
証
は
、
破
棄
す
る
か
、
本
所
長
寿
介
護

課
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ
返
却

し
て
く
だ
さ
い
。

■問
本
所
長
寿
介
護
課
☎
内
線
１
８
３
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ　

■他
生

活
保
護
・
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
に
免
除

制
度
あ
り
（
要
事
前
申
請
）

家
族
介
護
慰
労
金
を

支
給
し
ま
す

■対
要
介
護
認
定
４
ま
た
は
５
（
相
当
と
認
め

ら
れ
る
方
を
含
む
）
で
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
を
１
年
間
利
用
し
て
い
な
い
寝
た
き
り
高

齢
者
等
を
、
１
年
以
上
継
続
し
て
在
宅
で
介

護
し
て
い
る
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方　

■

支
給
額　

10
万
円　

■持
印
鑑
、
介
護
者
名
義

の
市
内
金
融
機
関
預
金
通
帳　

■申
７
月
２
日

○月
〜
31
日
○火
に
各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、

本
所
長
寿
介
護
課
☎
内
線
１
９
３
ま
た
は
各

地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

平
成
30
年
度
の
介
護
保
険
料

決
定
通
知
書
を
送
付
し
ま
す

　

平
成
30
年
度
介
護
保
険
料
決
定
通
知
書
は
、

平
成
29
年
中
の
本
人
の
所
得
と
家
族
の
30
年

度
の
市
民
税
課
税
状
況
に
基
づ
い
て
計
算
し

た
介
護
保
険
料
（
年
額
）
を
お
知
ら
せ
す
る

も
の
で
す
。
保
険
料
の
決
定
方
法
等
は
同
通

知
書
に
記
載
し
て
い
ま
す
。

　

同
封
の
「
介
護
保
険
料
の
あ
ら
ま
し
」
と

併
せ
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
発
送
日　

７
月
13
日
○金　

■対
65
歳
以
上
の

方　

■
納
付
方
法　

▽
特
別
徴
収
（
年
金
か

ら
の
差
引
き
）
…
一
定
の
条
件
を
満
た
し
た

方
は
、年
金
支
給
月（
４
月
・
６
月
・
８
月
・

10
月
・
12
月
、
来
年
２
月
）
に
年
金
か
ら
差

し
引
き
ま
す
（
特
別
徴
収
か
ら
普
通
徴
収
へ

の
切
替
え
は
で
き
ま
せ
ん
）　

▽
普
通
徴
収

都
市
計
画
変
更
等
に
関
す
る

説
明
会
の
開
催

■日
７
月
５
日
○木
午
後
２
時
・
６
時　

■場
市
役

所
本
所
６
階
大
会
議
室　

■内
都
市
計
画
用
途

地
域
・
特
別
用
途
地
区
・
高
度
地
区
の
変
更

（
茅
原
北
）、
都
市
計
画
施
設
の
変
更
（
浄
化

セ
ン
タ
ー
面
積
の
変
更
）、
立
地
適
正
化
計

画
都
市
機
能
誘
導
区
域
の
変
更　

■問
本
所
都

市
計
画
課
☎
内
線
４
６
４

健
康
・
福
祉

８ハ
チ
マ
ル
ニ
イ
マ
ル

０
２
０

よ
い
歯
の
長
寿
賞
の
募
集

　

80
歳
以
上
で
20
本
以
上
自
分
の
歯
を
お
持

ち
の
方
を
募
集
し
、
優
良
者
を
表
彰
し
ま
す
。

■対
昭
和
13
年
12
月
31
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方

で
、
自
分
の
歯
が
20
本
以
上
あ
る
方
（
過

去
に
受
賞
し
た
方
を
除
く
）　

■
応
募
方
法　

７
月
20
日
○金
〜
８
月
20
日
○月
に
市
内
各
歯
科

診
療
所
へ
（
そ
の
場
で
無
料
歯
科
健
診
を
行

い
ま
す
）　

■問
健
康
課（
に
こ
♥

ふ
る
）☎
内
線

３
６
４
ま
た
は
市
内
各
歯
科
診
療
所
へ

少
し
早
目
の
帰
宅
で
受
診
で
き
ま
す

サ
ン
セ
ッ
ト
乳
が
ん
検
診

■日
10
月
16
日
○火
・
29
日
○月　

■
受
付
時
間

午
後
４
時
〜
４
時
40
分　

■場
荘
内
地
区
健
康

管
理
セ
ン
タ
ー　

■対
今
年
度
40
歳
以
上
の
偶

数
年
齢
に
な
る
女
性
各
日
先
着
60
人　

■内
問

診
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ　

■費
１
、
２
０
０
円　

■申
８
月
10
日
○金
ま
で
健
康
課
☎
内
線
３
６
６
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は
、
破
棄
す
る
か
、
本
所
国
保
年
金
課
ま
た

は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ
返
却
し
て
く

だ
さ
い
。

■問
本
所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
２
７
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
料
額

決
定
通
知
書
を
送
付
し
ま
す

　

平
成
30
年
度
保
険
料
額
決
定
通
知
書
は
、

平
成
29
年
中
の
所
得
に
基
づ
い
て
計
算
し
た

確
定
保
険
料
額
を
お
知
ら
せ
す
る
も
の
で
す
。

▼
納
付
方
法　

▽
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の

差
引
き
）
…
年
金
受
給
額
が
年
額
18
万
円
以

方
に
は
負
担
割
合
を
記
載
し
た
高
齢
受
給
者

証
も
交
付
し
て
い
ま
し
た
が
、
新
し
い
保
険

証
に
記
載
さ
れ
て
い
る
た
め
、
今
年
度
か
ら

交
付
し
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■問
本
所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
７
８
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
証
が

新
し
く
な
り
ま
す

　

現
在
お
持
ち
の
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
証

の
有
効
期
限
は
７
月
31
日
○火
で
す
。
８
月
１

日
○水
か
ら
使
用
す
る
保
険
証
は
７
月
末
ま
で

に
お
送
り
し
ま
す
。
期
限
の
切
れ
た
保
険
証

▼
年
度
途
中
に
後
期
高
齢
者
医
療
に
加
入
し

た
方　

加
入
月
か
ら
月
割
り
で
保
険
料
が
発

生
し
ま
す
。
加
入
月
に
よ
っ
て
期
割
の
計
算
、

納
付
方
法
等
が
異
な
る
の
で
、
保
険
料
額
決

定
通
知
書（
加
入
月
の
翌
々
月
中
旬
に
送
付
）

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
保
険
料
の
計
算
の
仕
方　

保
険
料
は
、
加

入
者
の
所
得
状
況
、
世
帯
構
成
に
よ
っ
て
異

な
り
、
皆
さ
ん
か
ら
平
等
に
負
担
し
て
も
ら

う
均
等
割
額
と
、
所
得
に
応
じ
て
負
担
し
て

も
ら
う
所
得
割
額
を
合
わ
せ
て
計
算
し
ま
す
。

今
年
度
の
均
等
割
額
は
１
人
年
額
４
万
１
、

1
０
０
円
、
所
得
割
率
は
８
・
０
１
％
で
す
。

■問
本
所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
２
６
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
の
更
新
に
つ
い
て

　

現
在
お
持
ち
の
後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額

適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
の
有
効
期

限
は
７
月
31
日
○火
で
す
。
８
月
以
降
も
引
き

続
き
該
当
す
る
方
に
は
、
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
証
と
一
緒
に
お
送
り
し
ま
す
。

■対
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方　

①
現
在
限
度

額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
の
交
付

を
受
け
て
い
る　

②
平
成
30
年
度
の
市
民
税

が
非
課
税
の
世
帯　

③
同
一
世
帯
内
に
所
得

の
未
申
告
者
が
い
な
い

　

た
だ
し
、現
在
の
負
担
区
分
が
「
区
分
Ⅱ
」

で
長
期
入
院（
１
年
間
で
91
日
以
上
の
入
院
）

に
該
当
し
て
い
る
方
は
更
新
手
続
き
が
必
要

で
す
。
６
月
下
旬
に
申
請
書
類
を
お
送
り
し

ま
す
の
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■問
本
所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
２
６
ま
た
は

上
で
、
介
護
保
険
料
と
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
の
合
計
額
が
年
金
額
の
２
分
の
１
を
超

え
な
い
方
は
、原
則
、年
金
支
給
月
（
４
月
・

６
月
・
８
月
・
10
月
・
12
月
、
来
年
２
月
）

に
年
金
か
ら
差
し
引
き
ま
す
。
口
座
振
替
に

変
更
可
（
市
役
所
へ
の
申
請
が
必
要
）　

▽

普
通
徴
収
（
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
）
…

年
金
受
給
額
が
年
額
18
万
円
以
上
で
、
介
護

保
険
料
と
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
合
計

額
が
年
金
額
の
２
分
の
１
を
超
え
る
方
及
び

年
金
受
給
額
が
18
万
円
未
満
の
方
は
納
付
書
、

ま
た
は
口
座
振
替
で
納
付
し
ま
す
。
納
期
は

年
８
回
（
７
月
〜
来
年
２
月
の
毎
月
）
で
す

医療費一部負担金の限度額適用と食事代の減額
国民健康保険

■申本所国保年金課☎内線164または各地域庁舎市民福祉課へ

　国民健康保険に加入している方
は、申請によって医療費と食事代
が以下のとおりになります。
　現在入院中の方や医療費が高額

になる予定の方等、認定証が必要
な方は申請してください（認定証
は申請月の初日から適用）。

▼共通　
■持保険証、印鑑、申請対象者のマ
イナンバーカードまたは通知カー
ド、手続きに来庁される方の本人
確認書類（運転免許証等）　 ▽次
は該当する方のみ…国保高齢受給
者証、過去12か月以内の入院日
数が90日を超える場合はそれを
証明する書類（領収書等）、今年
１月１日現在、本市に住民登録が

なかった方は所得を証明する書類　
■他認定証がない場合でも、医療機
関等の窓口で自己負担限度額を超
えて支払った分の医療費は、高額
療養費として給付されます。該当
者には診療月から２・３か月後に
はがきで連絡しますので、申請し
てください。

▼ 70歳未満の方
区　分 自己負担限度額（外来+入院）

所得901万円超 252,600円＋（医療費－842,000円）×１％
所得600万円超901万円以下 167,400円＋（医療費－558,000円）×１％
所得210万円超600万円以下 80,100円＋（医療費－267,000円）×１％
所得210万円以下 57,600円
市民税非課税 35,400円

▼ 70歳以上の方

区　分
自己負担限度額

外来のみ 外来+入院
課税所得690万円以上（※） 252,600円＋（医療費－842,000円）×１％
課税所得380万円以上690万円未満 167,400円＋（医療費－558,000円）×１％
課税所得145万円以上380万円未満 80,100円＋（医療費－267,000円）×１％
一般世帯（※） 18,000円 57,600円
市民税非課税世帯 8,000円 24,600円
市民税非課税世帯 
（所得等要件有） 8,000円 15,000円

※認定証なし

▽入院時の食事代　１食460円。市民税非課税世帯は１食210円（入院
91日以降は申請の翌月から160円。無所得世帯等、
一定の要件を満たす方は初日から100円）。療養病
床に入院する場合は異なります
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各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

20
歳
前
障
害
や
福
祉
年
金
移
行
の
障

害
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
へ

　

日
本
年
金
機
構
か
ら
「
所
得
状
況
届
」「
障

害
状
態
確
認
届（
診
断
書
）」「
現
況
届
」｢

生

計
維
持
確
認
届｣

を
送
付
し
ま
す
。
７
月
31

日
○火
ま
で
に
本
所
国
保
年
金
課
ま
た
は
各
地

域
庁
舎
市
民
福
祉
課
に
必
ず
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
提
出
が
遅
れ
る
と
年
金
受
給
に
支
障

が
出
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
所
得
状
況
届　

毎
年
提
出
が
必
要
な
も
の

で
す
（
現
況
届
の
提
出
が
不
要
な
方
も
、
所

得
状
況
届
の
提
出
は
必
要
）。
一
定
額
以
上

の
所
得
が
あ
る
場
合
、
年
金
の
一
部
ま
た
は

全
額
が
支
給
停
止
さ
れ
ま
す
。

▼
障
害
状
態
確
認
届
（
診
断
書
）　

引
き
続

き
障
害
等
級
に
該
当
す
る
か
を
確
認
す
る
た

め
に
提
出
し
て
も
ら
う
も
の
で
す
。
レ
ン
ト

ゲ
ン
フ
ィ
ル
ム
や
心
電
図
の
提
出
が
必
要
な

方
は
併
せ
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
現
況
届　

引
き
続
き
年
金
を
受
給
す
る
資

格
が
あ
る
か
確
認
す
る
た
め
に
、
毎
年
提
出

し
て
も
ら
う
も
の
で
す
。
た
だ
し
、
日
本
年

金
機
構
に
住
民
票
コ
ー
ド
ま
た
は
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
を
申
し
出
た
方
は
、
現
況
届
の
提
出
は

原
則
不
要
で
す
。

▼
生
計
維
持
確
認
届　

加
算
額
対
象
者
の
い

る
方
が
加
算
額
を
引
き
続
き
受
給
す
る
た
め

に
、
生
計
維
持
関
係
の
証
明
を
し
て
も
ら
う

も
の
で
す
。

■問
鶴
岡
年
金
事
務
所
☎
23
‐
５
０
４
０
、
本

所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
１
３
ま
た
は
各
地

域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

の
大
切
さ
、
納
期
限
を
守
る
こ
と
等
（
１
人

２
点
以
内
）

▼
作
文　

■対
中
学
生　

■内
税
に
関
す
る
内
容

で
あ
れ
ば
自
由
（
１
人
１
編
。
１
、
２
０
０

字
以
内
）

▼
共
通　

■申
８
月
30
日
○木
ま
で
本
所
納
税
課

☎
内
線
２
１
９
へ　

■他
入
賞
者
に
賞
状
と
副

賞
を
進
呈

生
活
・
そ
の
他

無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
等
に
よ
る

病
害
虫
防
除
作
業
に
ご
理
解
を

　

７
月
上
旬
か
ら
８
月
下
旬
ま
で
、
無
人
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
等
に
よ
る
農
作
物
の
病
害
虫
防

除
作
業
を
実
施
し
ま
す
。
事
故
防
止
の
た
め
、

作
業
中
の
農
地
に
は
絶
対
に
近
寄
ら
な
い
で

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
早
朝
や
夕
方
を
中
心
に

作
業
を
行
い
ま
す
の
で
、
作
業
音
等
へ
の
ご

理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

■問
本
所
農
政
課
☎
内
線
５
７
６
ま
た
は
各
地

域
庁
舎
産
業
建
設
課
へ

ル
ー
ル
を
守
っ
て
楽
し
い
花
火

　

夏
の
身
近
な
風
物
詩
の
お
も
ち
ゃ
花
火
。

お
も
ち
ゃ
と
は
い
え
、
原
料
は
火
薬
で
す
。

安
全
に
楽
し
む
た
め
、
注
意
書
や
使
用
法
を

よ
く
読
み
、
次
の
こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

▽
花
火
を
人
や
家
に
向
け
な
い　

▽
燃
え
や

す
い
物
の
あ
る
場
所
で
遊
ば
な
い　

▽
風
の

強
い
と
き
は
花
火
を
し
な
い　

▽
水
の
入
っ

た
バ
ケ
ツ
を
用
意
す
る　

▽
大
人
と
一
緒
に

税平
成
30
年
度
の
国
民
健
康
保
険

税
納
税
通
知
書
を
送
付
し
ま
す

　

納
税
通
知
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
加
入
者
、

所
得
等
の
内
容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
詳
し

く
は
、
同
封
の
「
国
民
健
康
保
険
税
の
し
お

り
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
発
送
日　

７
月
13
日
○金　

■対
世
帯
内
に
国

民
健
康
保
険
の
加
入
者
が
い
る
世
帯
主
の
方

■
納
付
方
法　

▽
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の

差
引
き
）
…
一
定
の
条
件
を
満
た
し
た
方
は
、

年
金
支
給
月
（
４
月
・
６
月
・
８
月
・
10
月

・
12
月
、
来
年
２
月
）
に
年
金
か
ら
差
し
引

き
ま
す　

▽
普
通
徴
収
（
納
付
書
ま
た
は
口

座
振
替
）
…
同
通
知
書
に
同
封
の
納
付
書
、

ま
た
は
口
座
振
替
で
納
付
し
ま
す
。
納
期
は

年
９
回
（
７
月
〜
来
年
３
月
の
毎
月
）
で
す　

■問
本
所
課
税
課
☎
内
線
２
０
５

市
税
等
の
滞
納
処
分
と
し
て
差
し
押
さ
え
た

不
動
産
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

■
公
売
方
法　

Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！
官
公
庁
オ
ー

ク
シ
ョ
ン
の
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
た
入
札

■
参
加
申
込
み　

7
月
５
日
○木
午
後
１
時
〜

23
日
○月
午
後
11
時　

■
入
札
期
間　

7
月
30

日
○月
午
後
１
時
〜
８
月
６
日
○月
午
後
１
時

■問
本
所
納
税
課
☎
内
線
２
５
１　

■他
市
HP

小
・
中
学
生
の
税
に
関
す
る

標
語
と
作
文
を
募
集
し
ま
す

▼
標
語　

■対
小
学
生　

■内
税
金
全
般
、
納
税

遊
ぶ　

▽
花
火
を
ほ
ぐ
し
た
り
、
一
度
に
た

く
さ
ん
の
花
火
に
火
を
つ
け
た
り
し
な
い

▽
花
火
の
筒
先
に
顔
や
手
を
近
づ
け
な
い

▽
服
に
火
が
つ
か
な
い
よ
う
注
意
す
る

■問
消
防
本
部
予
防
課
☎
22
‐
８
３
３
２

メ
ロ
ン
が
旬
を
迎
え
ま
す
！　
　
　

７
月
６
日
は「
庄
内
砂
丘
メ
ロ
ン
の
日
」

　

庄
内
砂
丘
メ
ロ
ン
の
最
盛
期
が
７
月
で
、

「
６
」
と
い
う
数
字
が
メ
ロ
ン
の
形
に
似
て

い
る
こ
と
か
ら
、
市
で
は
７
月
６
日
を
庄
内

砂
丘
メ
ロ
ン
の
日
と
し
ま
し
た
。
庄
内
砂
丘

メ
ロ
ン
は
、
約
１
０
０
年
の
歴
史
が
あ
り
、

全
国
各
地
の
市
場
に
出
荷
さ
れ
て
い
る
鶴
岡

市
の
特
産
物
で
す
。
当
日
は
庄
内
空
港
・
加

茂
水
族
館
で
の
試
食
も
あ
り
ま
す
。

■問
本
所
農
政
課
☎
内
線
５
７
６

人
権
擁
護
委
員
は
次
の
方
々
で
す

　

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
人
権
擁
護
委

員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す
。（
敬
称
略
）

▽
石
田
幸　

▽
地
主
幸
平　

▽
庄
司
敏
明　

▽
鈴
木
元
女　

▽
榎
本
玲
子　

▽
金
内
淳　

▽
加
藤
勝　

▽
五
十
嵐
武　

▽
石
川
正
廣　

▽
奥
泉
修
子　

▽
五
十
嵐
信
樹　

▽
叶
野
勉　

▽
成
澤
礼
子　

▽
島
津
玄
眞　

▽
小
南
孝
子　

▽
手
塚
柳
治　

▽
村
田
仁
美　

▽
宅
井
洋
子

▽
清
和
正
志　

▽
平
藤
博
巳　

▽
長
南
征
子　

▽
帯
刀
春
男　

▽
宮
崎
清
男　

▽
本
間
晴
美　

▽
齋
藤
俊
美　

▽
五
十
嵐
英
司　

▽
伊
藤
ゆ

み
子

■問
法
務
局
鶴
岡
支
局
☎
22
‐
１
０
０
３
ま
た

■ ■ ■ ■ ■ 　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ
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東
日
本
大
震
災
被
災
地
で
の
救
護
施
設
の
運

営
等
多
く
の
事
業
で
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
会
計
決
算

▼
東
日
本
大
震
災
義
援
金
の
実
績　

平
成
23

年
３
月
12
日
か
ら
30
年
３
月
31
日
現
在
ま
で
、

本
市
に
は
１
億
１
、
０
５
６
万
円
の
義
援
金

を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。
う
ち
８
、
７

４
０
万
円
は
県
支
部
を
通
じ
て
被
災
者
支
援

の
た
め
に
送
金
し
ま
し
た
。
な
お
、
義
援
金

の
募
集
は
現
在
も
続
け
て
い
ま
す
の
で
、
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■問
本
所
福
祉
課
☎
内
線
１
３
８

総
ぐ
る
み
で
運
動
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

■
実
施
期
間　

７
月
20
日
○金
〜
８
月
19
日
○日

■
重
点　

▽
青
少
年
の
健
全
育
成
と
い
じ
め

・
非
行
及
び
犯
罪
被
害
防
止　

▽
子
供
と
高

齢
者
の
交
通
事
故
防
止
・
飲
酒
運
転
の
撲
滅　

▽
海
・
山
・
川
で
の
事
故
防
止　

▽
身
近
な

犯
罪
等
の
防
止　

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
内

線
１
６
３

犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、
立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

　

７
月
は
〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〞
強

調
月
間
で
す
。
全
国
一
斉
に
街
頭
広
報
活
動

な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
運
動
は
、
全
て

の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を
犯

し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や

非
行
の
な
い
地
域
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全

国
的
な
運
動
で
す
。
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら

す
こ
と
が
で
き
る
地
域
社
会
、
子
供
が
健
や

か
に
育
つ
地
域
社
会
の
実
現
は
全
て
の
人
の

願
い
で
す
。
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社

会
を
築
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
福
祉
課
☎
内
線
１
３
８

平
成
29
年
度 

日
本
赤
十
字
社

鶴
岡
市
地
区 

決
算
・
活
動
報
告

　

多
額
の
会
費
・
義
援
金
を
お
寄
せ
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

▼
会
費
収
納
会
計　

■
会
費
合
計　

２
、
３

６
０
万
６
、
９
０
０
円　

■
会
員
数　

個
人

…
３
万
３
０
６
人　

法
人
…
５
９
８
件

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
会
費
は
全
額
を
日
本

赤
十
字
社
山
形
県
支
部
に
送
金
し
て
い
ま
す
。

は
本
所
市
民
課
☎
内
線
１
５
８
へ

９
月
中
旬
以
降
入
居

市
営
住
宅
等
入
居
者
募
集

住
宅
名

階
数
・
間
取
り

戸
数

岡鶴
ち
わ
ら
住
宅
３
Ｄ
Ｋ

（
子
育
て
向
け
）

３

美
原
住
宅

２
階
・
３
Ｋ

１

３
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

稲
生
住
宅

１
階
・
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

（
高
齢
・
障
害
者
向
け
）

１

２
階
・
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

１

東
部
住
宅

２
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

み
ど
り
住
宅
１
階
・
２
Ｄ
Ｋ

（
高
齢
・
障
害
者
向
け
）

１

大
西
住
宅

１
階
・
３
Ｄ
Ｋ

（
高
齢
・
障
害
者
向
け
）

１

３
階
・
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

１

大
山
住
宅

１
階
・
２
Ｄ
Ｋ

（
高
齢
・
障
害
者
向
け
）

１

２
階
・
２
Ｄ
Ｋ

１

藤島
ふ
じ
な
み
住
宅
平
屋
・
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

（
子
育
て
向
け
）

２

木
造
２
階
建
て
長
屋
・

３
Ｄ
Ｋ

１

朝日
下
名
川
住
宅
平
屋
・
３
Ｄ
Ｋ

１

名
川
特
定
公

共
賃
貸
住
宅
木
造
２
階
建
て
２
階
・

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

１

温海
紅
葉
岡
住
宅
１
階
・
３
Ｋ

１

柳
原
住
宅

３
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

■申
７
月
２
日
○月
〜
20
日
○金
に
本
所
建
築
課
☎

内
線
４
８
３
ま
た
は
藤
島
・
朝
日
・
温
海
庁

舎
産
業
建
設
課
へ

〝
明
る
い
や
ま
が
た
〞

夏
の
安
全
県
民
運
動

　

夏
は
、
長
期
休
暇
や
レ
ジ
ャ
ー
、
暑
さ
に

よ
る
気
の
緩
み
等
か
ら
、
交
通
事
故
や
青
少

年
の
非
行
等
が
多
く
な
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
故
等
を
防
止
す
る
た
め
、
県
民

市有地を分譲します
中心市街地居住促進事業

■申本所都市計画課内線464

　市内指定区域内にある老朽危険空き家（不良住宅）
の寄附を受けて解体・整地した土地を、若者世帯・子
育て世帯・移住希望者へ分譲します。詳しくは市HP。
■物件１　本町２丁目18番６（ほか１筆）
▷地積………167.72㎡（50.73坪）　
▷分譲価格…316万9,000円
▷単価………１万8,900円／㎡（６万2,467円／坪）
▷用途地域……商業地域
■物件２　新海町22番１
▷地積………187.09㎡（56.59坪）
▷分譲価格…357万3,000円

▷単価………１万9,100円／㎡（６万3,140円／坪）
▷用途地域……第２種住居地域
■共通
▷募集区分……宅地分譲
▷高度地区……第１種高度地区
▷申込み………先着順
▷申込み資格…若者世帯、子育て世帯、市外からの移
　住希望者
▷分譲条件……つるおか住宅活性化ネットワーク加盟
　事業者による「つるおか住宅」を建築すること（物　
　件１は前面敷地〈41.65㎡〉について建築条件あり）　

鶴岡市地区会計

歳 入
507万2,880円

鶴岡市地区会計

歳 出
507万2,880円

運営協議会費
15万4,413円

災害救護費
22万7,631円

災害等資金積立金
20万6,144円

各種助成金各種助成金
57万1,500円57万1,500円

会員募集管理事務費会員募集管理事務費
89万2,412円89万2,412円

人件費人件費
95万7,539円95万7,539円

協力団体交付金等協力団体交付金等
197万3,241円197万3,241円

海浜救護所関係費
9万円

県支部支出金
35万1,500円

県支部交付金県支部交付金
472万1,380円472万1,380円
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ま でち き ご との
つほ ト ピ ツ ク スと

朝日 タキタロウまつり

＜大鳥多目的運動広場ほか＞

伝説の巨大魚タキタロウにちなんだ催し。ボー
トやカヌー体験、地元産山菜の直売、「森のお
んがくかい」など盛りだくさんの会場は大にぎ

5 . 27
わいです。中でも一番人気は魚のつかみ取り。
子供たちは雪解け水の冷たい川で、びしょ濡れ
になりながら元気に魚を追い掛けていました。

インターナショナルワインチャレンジ2018の
日本酒部門開催を記念した試飲会。県内５か所
で開催され、鶴岡会場のマリカ広場では、約

5 .19
1,000人が出品酒の飲み比べを楽しみました。
また、フーデェヴァーや駅前商店街では当日限
定のつまみを提供しイベントを盛り上げました。

市内外 IWC2018「SAKE部門」やまがた開催記念　日本酒チャリティ試飲会

＜マリカ広場、つるおか食文化市場FOODEVER（フーデェヴァー）＞
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鶴岡 学童相撲大会

「押せ！押せー！」。各校を代表する力士
たちが熱い取組を展開。勝負が決まるた
びに会場を沸かせていました。

5 .19

                                                              ＜小真木原相撲場＞

藤島 Hisu花緑化活動

魅力ある公園にするため、地域住民や庄
内農業高校の生徒が花壇やプランターに
色鮮やかな花を植え公園を彩りました。

5 . 27

　　　　　　　　　　　　＜藤島歴史公園「Hisu花」＞

鶴岡 下水処理水を利用した低コスト型飼料用米田植式

ミス日本「水の天使」浦底里沙さんを招
いての田植え。山大農学部と市が共同で
取り組む研究の成功を願いました。

5 . 24

　　　　　　　　　　　　　＜文下地内＞

市内 鶴岡シルクタウンプロジェクト「春蚕飼育体験」

絹文化の普及啓発のため蚕飼育体験キッ
トを配布。保育・幼稚園児、小学生、市
民等の手で約2,000頭が飼育されます。

6 . 5

　　　　　　　　　　　　　　　＜写真：鼠ヶ関保育園＞

西陵中学校の３年生150人が来鶴。羽黒山石段
トレッキングの後、温海地域を訪れ、体験活動
の先生役を務める地域住民の説明を受けながら、

5 . 25
農林業や山五十川歌舞伎に挑戦。札幌から遠く
離れた旅先で触れる地域の文化と暮らしを通し、
たくさんの思い出を作ることができたようです。

市内 札幌市立西陵中学校教育旅行受け入れ

＜羽黒地域、温海地域＞
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国
宝
羽
黒
山
五
重
塔

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

■日
７
月
14
日
〜
10
月
28
日
の
土
曜
・
日
曜
日
、

祝
日
（
８
月
13
日
○月
〜
15
日
○水
も
実
施
）

■時
７
月
・
８
月
…
午
後
６
時
〜
９
時　

９
月
・

10
月
…
午
後
５
時
30
分
〜
８
時
30
分　

■費
３

０
０
円
（
中
学
生
以
下
無
料
）　

■問
羽
黒
町

観
光
協
会
☎
62
‐
４
７
２
７

月
山
あ
さ
ひ
サ
ン
チ
ュ
ア
パ
ー
ク
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

夏
や
す
み
自
然
教
室

■日
７
月
14
日
○土
〜
８
月
12
日
○日　

■内
イ
ワ
ナ

つ
か
み
ど
り
炭
火
焼
き
・
パ
ン
焼
き
体
験
等　

■場
・
■問
同
キ
ャ
ン
プ
場
☎
54
‐
６
６
０
６

■他
HP
。
ス
タ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
、
夏
野
菜
も

ぎ
取
り
体
験
あ
り

鼠
ヶ
関
キ
ャ
ン
プ
場

■日
７
月
14
日
○土
〜
８
月
19
日
○日　

■費
キ
ャ
ン

ピ
ン
グ
カ
ー
（
駐
車
料
金
含
む
）
…
３
、
０

０
０
円　

テ
ン
ト
サ
イ
ト
（
電
源
な
し
）
…

２
、
０
０
０
円　

駐
車
料
金
…
１
、
０
０
０

円　

入
場
料
（
小
学
生
以
上
）
…
２
０
０
円　

■問
あ
つ
み
観
光
協
会
☎
43
‐
３
５
４
７

松
ヶ
岡
紅
茶
づ
く
り
体
験　

■日
・
■内
７
月
21
日
○土
午
前
９
時
…
茶
摘
み

22
日
○日
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
…
紅
茶
づ
く

り　

■場
松
ヶ
岡
開
墾
場　

■定
先
着
20
人　

■費

２
、０
０
０
円（
茶
葉
お
土
産
付
き
。
22
日
の

昼
食
代
は
別
途
５
０
０
円
〈
必
要
な
方
の
み
。

０
円　

女
性
、
学
生
以
下
…
２
、
５
０
０
円

▼
プ
ロ
棋
士
指
導
碁
会　

■日
７
月
15
日
○日
午

後
１
時
30
分　

■場
囲
碁
サ
ロ
ン
鶴
岡　

▼
鶴
岡
市
囲
碁
大
会　

■日
７
月
16
日
○月
午
前

10
時　

■場
勤
労
者
会
館　

■対
市
長
杯
…
４
段

以
上　

支
部
長
杯
…
３
段
以
下

▼
共
通　

■問
三
浦
☎
23
‐
４
３
５
１

海
開
き

▼
湯
野
浜
海
水
浴
場　

■日
７
月
13
日
○金
〜
８

月
19
日
○日　

■問
湯
野
浜
温
泉
観
光
協
会
☎
75

‐
２
２
５
８

▼
マ
リ
ン
パ
ー
ク
ね
ず
が
せ
き　

■日
７
月
15

日
○日
〜
８
月
19
日
○日　

■問
鼠
ヶ
関
自
治
会
☎

44
‐
２
１
１
２

▼
由
良
海
水
浴
場　

■日
７
月
20
日
○金
〜
８
月

19
日
○日　

■問
由
良
温
泉
観
光
協
会
☎
73
‐
２

２
５
０

▼
三
瀬
海
水
浴
場　

■日
７
月
20
日
○金
〜
８
月

19
日
○日　

■問
三
瀬
観
光
協
会
☎
73
‐
３
０
３

５▼
小
波
渡
海
水
浴
場　

■日
７
月
21
日
○土
〜
８

月
19
日
○日　

■問「
こ
ば
と
荘
」内
小
波
渡
観
光

協
会
☎
73
‐
２
２
５
２

消
防
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

■日
７
月
14
日
○土
午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30
分　

■場
消
防
本
部　

■内
消
防
音
楽
隊
演
奏
会
、
Ａ

Ｅ
Ｄ
・
心
肺
そ
生
法
体
験
、
子
供
の
レ
ン
ジ

ャ
ー
・
放
水
体
験
等　

■問
消
防
署
警
備
課
☎

22
‐
８
３
３
１　

■他
荒
天
・
災
害
発
生
時
は

内
容
変
更
ま
た
は
中
止

湯
ノ
沢
岳
登
山
口
集
合
）　

■持
昼
食
等　

■問

あ
さ
ひ
む
ら
観
光
協
会
☎
53
‐
３
４
１
１

■他
下
山
後
直な

お
ら
い会
あ
り
（
５
０
０
円
）

お
い
し
い
庄
内
空
港
１
、０
０
０
万
人

到
達
日
予
想
ク
イ
ズ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

■日
７
月
31
日
○火
ま
で　

■内
同
空
港
の
累
計
搭

乗
者
数
が
１
、
０
０
０
万
人
を
突
破
す
る
日

を
予
想　

■
応
募
方
法　

同
空
港
等
に
設
置

の
チ
ラ
シ
に
付
い
て
い
る
専
用
は
が
き
で
応

募
（
HP
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）　

■
当
選

商
品　

庄
内
・
羽
田
区
間
往
復
航
空
券　

■

当
選
人
数　

予
想
的
中
者
か
ら
５
人　

■問
庄

内
空
港
利
用
振
興
協
議
会
☎
66
‐
５
４
４
２

鶴
岡
養
護
学
校
の
催
し

▼
ハ
ー
ト
フ
ル
バ
ザ
ー　

■日
７
月
３
日
○火
〜

５
日
○木
午
前
10
時
〜
午
後
１
時　

■場
庄
内
観

光
物
産
館　

■内
同
校
高
等
部
の
作
業
製
品
な

ど
の
販
売　

■問
同
校
☎
24
‐
５
９
９
５

▼
ス
ク
ー
ル
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ミ
ナ
ー　

■日

７
月
27
日
○金
午
前
９
時
15
分
〜
午
後
３
時

■対
庄
内
地
域
に
在
住
の
高
校
生
・
大
学
生
30

人　

■内
学
校
紹
介
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
す

る
講
義
、
児
童
や
生
徒
と
の
触
れ
合
い
等

■費
２
０
０
円
（
昼
食
代
）　

■場
・
■申
７
月
13

日
○金
ま
で
同
校
☎
24
‐
５
９
９
５
へ

日
本
棋
院
鶴
岡
支
部
の
催
し

▼
囲
碁
入
門
教
室
（
全
13
回
）　

■日
７
月
７

日
〜
９
月
29
日
の
毎
週
土
曜
日
午
前
10
時

■場
囲
碁
サ
ロ
ン
鶴
岡　

■費
大
人
…
５
、
０
０

催
し

山
開
き

▼
月
山
山
開
き　

■日
７
月
１
日
○日　

■問
羽
黒

庁
舎
産
業
建
設
課
☎
内
線
１
２
２　

■他
７
月

７
日
〜
８
月
12
日
の
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日

午
前
５
時
〜
11
時
頃
は
月
山
公
園
線
の
混
雑

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
公
共
の
交
通
機
関
を
利

用
す
る
等
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
（
交
通

誘
導
員
の
配
置
や
交
通
規
制
を
実
施
す
る
場

合
あ
り
）。
八
合
目
公
衆
ト
イ
レ
改
修
工
事

の
た
め
、
仮
設
ト
イ
レ
設
置
期
間
あ
り

▼
湯
ノ
沢
岳　

山
開
き
登
山　

■日
７
月
22
日

○日
午
前
７
時
〜
午
後
４
時
（
下
本
郷
地
区
内

■ ■ ■ ■ ■ 　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

市役所電話番号
　本　　所☎25‐2111　藤島庁舎☎64‐2111
　羽黒庁舎☎62‐2111　櫛引庁舎☎57‐2111
　朝日庁舎☎53‐2111　温海庁舎☎43‐2111 つつるおか

情報掲示板情報掲示板
つるおか
情報掲示板情報掲示板
つるおか
情報掲示板

■掲載を希望する方は…本所総務課☎内線316へ
掲載依頼締切日は発行月の前々月25日です。掲載対
象は発行月の４日以降の催し等です。市内で開催され
対象となる市民が多いものを基本的に優先。編集の都
合上、掲載できない場合もあります。掲載することが不
適当と市が認めるものは掲載できません。

つるおか
情報掲示板
つるおか
情報掲示板

注）掲載情報の詳細は、問合せ・申込み先に問い合わせ
るか、ホームページ等で確認してください。費がないも
のは原則無料。 申があるものは事前の申込みが必要
です。
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ー
プ
」
事
務
局
☎
内
線
２
１
６　

■他
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ

ス
テ
ラ
の
会 

星
を
見
る
会「
火
星
の
大
接

近
と
惑
星（
金
星
・
木
星
・
土
星
）の
競
演
」

■日
７
月
26
日
○木
午
後
７
時
30
分　

■場
中
央
公

民
館　

■内
解
説
、
観
望　

■費
１
０
０
円
（
資

料
は
別
途
１
０
０
円
）　

■持
懐
中
電
灯　

図
書
館
本
館　
　
　
　
　
　
　
　

夏
の
リ
サ
イ
ク
ル
本
プ
レ
ゼ
ン
ト

■日
７
月
27
日
○金
〜
29
日
○日
午
前
10
時
〜
午
後

４
時　

■場
・
■問
同
館
☎
25
‐
２
５
２
５

「
庄
内
の
戊
辰
戦
争
展
」関
連
歴
史
講
演
会

戊
辰
戦
争
に
お
け
る
米
沢
藩
と
荘
内
藩

■日
７
月
28
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■師
友
田
昌

宏
氏
（
東
北
大
学
東
北
ア
ジ
ア
研
究
セ
ン
タ

ー
助
教
）　

■場
・
■申
７
月
10
日
○火
か
ら
図
書

館
本
館
☎
25
‐
２
５
２
５
へ

国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財　
　

黒
川
能
野
外
能
楽「
水
焰
の
能
」

■日
７
月
28
日
○土
午
後
５
時
30
分　

■場
櫛
引
総

合
運
動
公
園
（
雨
天
時
は
櫛
引
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
）　

■内
櫛
引
東
小
児
童
（
舞
囃
子
）、

黒
川
能
下
座（
能「
田
村
」「
鶴
亀
」、狂
言「
琵

琶
借
」）　

■費
２
、
０
０
０
円
（
当
日
は
５
０

０
円
増
し
。
高
校
生
以
下
無
料
）　

■
前
売

り
券　

７
月
27
日
○金
ま
で
本
所
観
光
物
産
課
、

各
地
域
庁
舎
産
業
建
設
課
及
び
王
祇
会
館
で

販
売　

■問
櫛
引
庁
舎
産
業
建
設
課
☎
57
‐
２

１
１
５　

■他
前
売
り
券
の
予
約
可
（
７
月
24

要
申
込
み
〉）　

■申
７
月
17
日
○火
ま
で
松
ヶ
岡

産
業
㈱
☎
64
‐
１
３
３
１
へ

つ
る
お
か
森
の
時
間　
　
　
　
　
　
　

つ
る
お
か
森
の
保
育
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

▼
森
の
時
間　

■日
７
月
21
日
○土
午
前
9
時
30

分
〜
午
後
３
時
（
市
役
所
本
所
集
合
）　

■場

大
山
地
区　

■定
先
着
20
人　

■内
大
山
下
池
周

辺
散
策
等　

■費
大
人
…
５
０
０
円　

大
学
生

…
２
５
０
円
（
高
校
生
以
下
無
料
）　

■持
昼

食
等　

■申
７
月
２
日
○月
〜
12
日
○木
に
本
所
環

境
課
☎
内
線
７
０
８
へ

▼
森
の
保
育
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　

■日
７
月
21

日
○土
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１
時
（
市
役
所

本
所
集
合
）　

■場
大
山
下
池
周
辺　

■対
未
就

学
児
と
そ
の
保
護
者
先
着
10
組　

■内
自
然
体

験
遊
び　

■費
１
人
５
０
０
円　

■持
お
に
ぎ
り

等　

■申
７
月
２
日
○月
〜
12
日
○木
に
本
所
子
育

て
推
進
課
☎
内
線
１
５
０
へ　
　

▼
共
通　

■他
雨
天
時
は
内
容
変
更

鶴
岡
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
・
か
た
ぐ
る
ま
合
同

２
０
１
８
納
涼
夏
祭
り

■日
７
月
21
日
○土
午
後
４
時
30
分
〜
７
時　

■内

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
模
擬
店
等　

■場
・
■問
か

た
ぐ
る
ま
（
佐
藤
）
☎
28
‐
３
１
３
６

出
会
う
、
つ
な
が
る　
　
　

  

こ
し
ゃ
っ
て
マ
ル
シ
ェ 

な
つ

■日
７
月
22
日
○日
午
前
10
時
〜
午
後
３
時　

■場

櫛
引
庁
舎
南
側
緑
地　

■内
農
産
物
・
加
工
品
・

雑
貨
等
の
販
売
、
季
節
や
地
域
の
暮
ら
し
を

楽
し
む
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　

■問
同
庁
舎
総
務

企
画
課
内
「
鶴
岡
ま
ち
づ
く
り
塾
櫛
引
グ
ル

ブ
事
務
局
☎
25
‐
８
１
３
１
へ　

■他
中
学
生

以
下
は
保
護
者
同
伴

ち
ょ
っ
と
足
を
の
ば
し
て　
　
　
　

つ
る
お
か
森
の
時
間 

特
別
編

■日
８
月
5
日
○日
午
前
８
時
〜
午
後
4
時
（
市

役
所
本
所
集
合
）　

■場
最
上
町　

■定
先
着
20

人　

■内
バ
イ
オ
マ
ス
施
設
見
学
等　

■費
大
人

…
２
、
０
０
０
円　

大
学
生
…
１
、
５
０
０

円　

高
校
生
以
下
…
１
、
０
０
０
円
（
昼
食

代
等
）　

■申
７
月
２
日
○月
〜
20
日
○金
に
本
所

環
境
課
☎
内
線
７
０
８
へ

あ
つ
み
芭
蕉
ま
つ
り「
奥
の
細

道
」松
尾
芭
蕉
の
足
跡
を
辿
る

■日
８
月
11
日
○土
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
８
時

（
Ｊ
Ｒ
あ
つ
み
温
泉
駅
集
合
）　

■場
起
点
（
電

車
移
動
）↓
Ｊ
Ｒ
五
十
川
駅（
徒
歩
移
動〈
約

５
・
５
㎞
〉）
↓
温
海
公
民
館
↓
温
海
海
水

浴
場　

■定
先
着
20
人　

■内
句
碑
・
写
真
展
等

の
見
学
、
ミ
ニ
花
火
大
会
等　

■費
１
、
５
０

０
円
（
夕
食
代
等
。
別
途
運
賃
１
９
０
円
）

■申
８
月
４
日
○土
ま
で
あ
つ
み
観
光
協
会
☎
43

‐
３
５
４
７

　
　
　
　
　
　
　
　
　

■他
宿
泊
希
望
の
方
は

三
国
屋
旅
館
☎
43
‐
３
９
２
８
に
直
接
予
約

山
の
活
動
体
験
事
業　
　
　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
林
太
郎

■日
８
月
25
日
○土
午
前
９
時
〜
午
後
４
時　

■内

薪ま
き

づ
く
り
体
験
（
伐
倒
・
薪
割
り
）、
チ
ェ

ー
ン
ソ
ー
操
作
講
習　

■費
１
、
５
０
０
円

■場
・
■問
８
月
９
日
○木
ま
で
温
海
町
森
林
組
合

☎
43
‐
２
３
１
３
へ

日
○火
ま
で
同
課
へ
）

荘
銀
タ
ク
ト
鶴
岡
連
携
事
業
・
千
住
博
展
開
幕
記
念

「
水
神
」コ
ン
サ
ー
ト

■日
８
月
２
日
○木
午
後
２
時　

■場
荘
銀
タ
ク
ト

鶴
岡　

■対
小
学
３
年
生
以
上
の
方
４
０
０
人

■内
第
１
部
…
日
本
の
美　

太
鼓
と
津
軽
三
味

線
（
鶴
岡
中
央
高
校
天
魄
太
鼓
部
、
木
田
林

秀
栄
氏
）　

第
２
部
…
世
界
の
美　

バ
イ
オ

リ
ン
ソ
ロ
コ
ン
サ
ー
ト
（
瀬
﨑
明
日
香
氏
）　

■
チ
ケ
ッ
ト
（
千
住
博
展
観
覧
券
付
き
）

大
人
…
２
、
０
０
０
円　

学
生
…
１
、
０
０

０
円（
中
学
生
以
下
無
料〈
要
チ
ケ
ッ
ト
申
込

み
〉）　

■
チ
ケ
ッ
ト
販
売
・
■問
７
月
５
日
○木

〜
26
日
○木
に
鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
☎
29

‐
０
２
６
０
へ　

■他
小
学
生
は
保
護
者
同
伴

荘
内
看
護
専
門
学
校　
　
　
　

学
校
説
明
会

■日
８
月
3
日
○金
・
６
日
○月
午
後
１
時
30
分

■内
学
校
概
要
・
学
校
生
活
の
説
明
、
演
習
の

見
学
、
看
護
技
術
の
体
験
等　

■場
・
■申
同
校

☎
22
‐
１
９
１
９　

■他
学
生
と
も
話
せ
ま
す

市
民
登
山
「
月
山
」

■日
８
月
５
日
○日
午
前
５
時
〜
午
後
４
時
（
小

真
木
原
公
園
中
央
駐
車
場
集
合
）　

■場
姥
沢

（
西
川
町
）
↓
リ
フ
ト
↓
姥
ヶ
岳
↓
牛
首
↓

山
頂
↓
仏
生
池
↓
八
合
目
駐
車
場　

■対
小
学

校
高
学
年
以
上
の
方
80
人　

■費
中
学
生
以
上

…
５
、
０
０
０
円　

小
学
生
…
３
、
０
０
０

円　

■持
昼
食
、
保
険
証
等　

■申
７
月
10
日
○火

〜
25
日
○水
に
鶴
岡
市
民
健
康
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
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時
（
手
向
地
区
地
域
活
動
セ
ン
タ
ー
集
合
。

送
迎
バ
ス
は
７
時
15
分
・
30
分
に
市
役
所
本

所
、７
時
30
分
に
Ｊ
Ｒ
鶴
岡
駅
発〈
要
予
約
〉）

▼
共
通　

■費
市
内
在
住
の
高
校
生
以
上
の
方

…
１
、
０
０
０
円
（
市
外
の
方
は
３
０
０
円

増
し
。当
日
申
込
み
の
方
は
５
０
０
円
増
し
）

中
学
生
以
下
…
５
０
０
円　

■持
お
わ
ん
、
保

険
証
等　

■申
８
月
31
日
○金
ま
で
ス
ポ
ー
ツ
課

☎
25
‐
８
１
３
１
ま
た
は
郵
便
払
込
（
振
込

口
座
０
２
２
４
０
‐
７
‐
１
２
０
４
２
１
）

へ　

■他
庄
内
豚
の
豚
汁
・
庄
内
風
芋
煮
汁
の

振
る
舞
い
あ
り
。
参
加
賞
は
カ
ラ
ビ
ナ
付
き

Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
ホ
イ
ッ
ス
ル
、
缶
バ
ッ
チ
。

鶴
ウ
ォ
ー
カ
ー
ポ
イ
ン
ト
対
象
事
業

子
育
て
・
子
供
向
け

助
産
師
が
授
乳
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す

母
乳
ミ
ル
ク
相
談
（
要
予
約
）

■日
７
月
４
日
○水
、
８
月
１
日
○水
午
前
10
時
〜

正
午　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■対
市
内
在
住
の
授

乳
期
の
母
親　

■持
母
子
健
康
手
帳
、
タ
オ
ル

３
枚
、
お
く
る
み
（
バ
ス
タ
オ
ル
可
）
等

■申
健
康
課
☎
内
線
３
７
４

妊
娠
・
出
産
・
育
児
等
の
ポ
イ
ン
ト
を
伝
え
ま
す

プ
レ
マ
マ
教
室

■日
７
月
７
日
○土
、
８
月
４
日
○土
午
前
９
時
45

分　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■対
市
内
在
住
の
妊
娠

８
か
月
ま
で
の
妊
婦
と
そ
の
家
族
各
日
先
着

10
人　

■内
助
産
師
・
保
健
師
の
講
話
、
質
問

タ
イ
ム　

■持
母
子
健
康
手
帳
・
同
別
冊　

■申

各
日
３
日
前
ま
で
健
康
課
☎
内
線
３
７
４
へ

■場
同
セ
ン
タ
ー
↓
古
碑
の
道
↓
中
の
宮
↓
八

景
台
↓
金
峯
山
山
頂
↓
中
の
宮
（
約
５
㎞
）

■定
１
０
０
人　

■費
１
、
０
０
０
円　

■持
コ
ッ

プ
、
箸
、
軽
食
等　

■申
７
月
９
日
○月
〜
17
日

○火
に
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
25
‐
８
１
３
１
へ　

■他

小
学
生
以
下
保
護
者
同
伴
。
鶴
ウ
ォ
ー
カ
ー

ポ
イ
ン
ト
対
象
事
業

庄
内
地
区
肝
が
ん
撲
滅
運
動

市
民
公
開
講
座

■日
７
月
28
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■場
荘
内
病

院　

■内
肝
臓
病
に
関
す
る
講
演
、
肝
臓
専
門

医
に
よ
る
個
別
相
談　

■師
医
師
、
管
理
栄
養

士
等　

■問
山
形
大
学
医
学
部
第
二
内
科
☎
０

２
３
‐
６
２
８
‐
５
３
０
９

小
型
ヨ
ッ
ト
と
大
型
ク
ル
ー
ザ
ー
に
よ
る

セ
ー
リ
ン
グ
講
習
会

■日
８
月
12
日
○日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

■場
加
茂
水
産
高
校
等　

■対
小
学
生
以
上
の
方　

■費
大
人
…
１
、
０
０
０
円　

子
供
…
５
０
０

円　

■持
昼
食
、
着
替
え
等　

■申
８
月
６
日
○月

ま
で
同
校
内
鶴
岡
市
ヨ
ッ
ト
連
盟
☎
33
‐
３

１
１
６
へ　

■他
小
学
生
は
保
護
者
同
伴

み
ん
な
で
歩
こ
う
！

「
里
山
あ
る
き
２
０
１
８
」

▼
大
山
上
池
・
下
池
（
20
㎞
・
８
㎞
・
４
㎞

教
室
コ
ー
ス
）　

■日
９
月
15
日
○土
午
前
９
時

（
大
山
地
区
イ
ベ
ン
ト
広
場
集
合
。
送
迎
バ

ス
は
８
時
20
分
に
Ｊ
Ｒ
鶴
岡
駅
、
８
時
40
分

に
市
役
所
本
所
発
〈
要
予
約
〉）　

▼
羽
黒
山
修
験
の
み
ち
（
20
㎞
・
８
㎞
・
５

㎞
教
室
コ
ー
ス
）　

■日
９
月
16
日
○日
午
前
８

☎
64
‐
２
１
４
３
へ

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー「
に
こ
♥

ふ
る
」

軽
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
利
用
資
格
講
習
会

■日
７
月
19
日
○木
午
後
７
時　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■対
18
歳
以
上
（
高
校
生
を
除
く
）
の
方
先
着

30
人　

■費
２
１
０
円　

■申
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
内
線
３
７
０　

■他
市
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
ル
ー
ム
利
用
資
格
証
を
お
持
ち
の
方
は
受

講
免
除
（
別
途
手
続
き
が
必
要
）

専
門
家
が
分
か
り
や
す
く
お
話
し
ま
す

つ
る
お
か
健
康
塾

■日
７
月
21
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■場
荘
内
病

院　

■内「
消
化
器
癌
の
内
視
鏡
治
療
」
古
屋

紀
彦
（
同
院
消
化
器
科
主
任
医
長
）、「
お
薬

を
減
ら
す
に
は
〜
患
者
と
薬
局
と
の
関
わ
り

〜
」
池
田
雅
俊
氏
（
ツ
ル
オ
カ
薬
局
薬
剤
師
）　

■申
同
院
内
緩
和
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
鶴

岡
・
三
川
☎
26
‐
５
１
８
０

鶴
岡
市
民
健
康
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
夏
コ
ー
ス（
全
５
回
）

■日
初
回
７
月
21
日
○土
午
後
７
時　

■場
小
真
木

原
総
合
体
育
館　

■定
先
着
20
人　

■費
中
学
生

以
上
…
３
、
０
０
０
円　

小
学
生
…
１
、
０

０
０
円　

■申
同
ク
ラ
ブ
事
務
局
☎
25
‐
８
１

３
１　

■他
ラ
ケ
ッ
ト
の
貸
出
し
あ
り

て
く
て
く
健
康「
里
山
あ
る
き
」

金
峯
山
修
験
の
み
ち
を
行
く

■日
７
月
22
日
○日
午
前
６
時
45
分
（
黄
金
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
防
災
セ
ン
タ
ー
集
合
。
送
迎
バ
ス

は
６
時
30
分
に
市
役
所
本
所
発
〈
要
予
約
〉）

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ

市
民
プ
ー
ル　
　
　
　
　
　

夏
季
一
般
利
用

■日
７
月
７
日
○土
〜
９
月
２
日
○日
（
大
会
等
で

利
用
で
き
な
い
場
合
あ
り
。
初
日
は
無
料
開

放
）　

■時
月
曜
〜
土
曜
日
…
午
前
10
時
〜
正

午
、
午
後
１
時
〜
５
時
、
６
時
〜
８
時　

日

曜
日
、
祝
日
…
午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後
１

時
〜
５
時　

■費
小
・
中
学
生
…
１
８
０
円

高
校
生
等
…
３
８
０
円　

大
人
…
４
８
０
円　

■問
鶴
岡
水
泳
育
成
協
会
☎
22
‐
０
０
７
４

■他
水
泳
帽
を
着
用
。
幼
児
は
要
付
添
い
。
午

後
６
時
以
降
、
中
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

仲
間
同
士
の
お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン　
　
　

オ
ス
ト
メ
イ
ト
か
ふ
ぇ

■日
７
月
18
日
○水
午
後
１
時
30
分
〜
４
時　

■場

荘
内
病
院　

■内
オ
ス
ト
メ
イ
ト
と
そ
の
家
族

の
情
報
交
換　

■問
庄
内
オ
ス
ト
メ
イ
ト
家
族

会
事
務
局

ふ
じ
し
ま
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

ヨ
ガ
教
室

▼
初
め
て
の
ヨ
ガ
（
全
６
回
）　

■日
７
月
19

日
・
26
日
、
８
月
23
日
・
30
日
、
９
月
６
日
・

13
日
の
木
曜
日
午
前
10
時

▼
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ヨ
ガ
（
全
６
回
）　

■日
７

月
23
日
・
30
日
、
８
月
20
日
・
27
日
、
９
月

３
日
・
10
日
の
月
曜
日
午
後
７
時
15
分　

▼
共
通　

■場
藤
島
体
育
館　

■費
３
、
０
０
０

円　

■申
７
月
17
日
○火
ま
で
同
ク
ラ
ブ
事
務
局

■ ■ ■ ■ ■ 　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ
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清
明
氏
（
昆
虫
写
真
家
）

▼
子
ど
も
の
た
め
の
（
ち
い
き
の
あ
ゆ
み
）

学
習
会　

■日
７
月
22
日
○日　

■師
升
川
繁
敏
氏

（
元
小
学
校
長
）　　

▼
共
通　

■時
午
前
10
時　　

■場
・・
■申
７
月
５
日

○木
か
ら
同
館
☎
25
‐
２
５
２
５
へ

暘
光
児
童
館　
　
　
　
　
　

わ
く
わ
く
！
夏
ま
つ
り

■日
７
月
11
日
○水
午
前
10
時
〜
正
午　

■対
乳
幼

児
と
そ
の
保
護
者　

■内
お
み
こ
し
、
盆
踊
り
、

出
店　

■場
・
■問
同
館
☎
64
‐
８
６
４
０

暘
光
・
西
部
児
童
館
共
催
行
事           

カ
ロ
ム
大
会

■日
７
月
14
日
○土
午
後
２
時　

■場
暘
光
児
童
館　

■対
小
学
生
24
人　

■内
２
人
１
組
で
行
う
簡
単

な
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
の
大
会　

■申
同
館
☎
64
‐

８
６
４
０
ま
た
は
西
部
児
童
館
☎
29
‐
０
０

３
１
へ　

■他
参
加
賞
あ
り

ま
ん
ま
ル
ー
ム
７
月
の
講
座

「
子
ど
も
の
生
活
リ
ズ
ム
」

■日
７
月
20
日
○金
午
前
10
時
30
分　

■師
市
立
保

育
園
長　

■場
・
■問
同
ル
ー
ム
☎
24
‐
５
６
３

５
親
子
で
楽
し
む
科
学
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
８

■日
７
月
21
日
○土
午
前
10
時
〜
午
後
３
時　

■対

未
就
学
児
・
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
（
小
学

生
の
み
の
参
加
可
）　

■内
科
学
実
験
、
も
の

づ
く
り
体
験　

■場
・
■問
鶴
岡
高
専
☎
25
‐
９

０
１
４　

■他
送
迎
バ
ス
運
行
あ
り

小
学
生
漁
村
体
験

■日
７
月
27
日
○金
午
前
８
時
〜
午
後
５
時
（
市

役
所
本
所
集
合
）　

■場
加
茂
海
岸
、
由
良
海

岸　

■対
市
内
在
住
の
小
学
５
年
・
６
年
生
25

人　

■内
イ
カ
飯
作
り
体
験
、
鳥
海
丸
乗
船

体
験
等　

■費
１
、
０
０
０
円
（
昼
食
代
等
）　

■申
７
月
11
日
○水
ま
で
本
所
農
山
漁
村
振
興
課

☎
内
線
５
５
８
へ　

■他
荒
天
時
は
内
容
変
更

鶴
岡
南
高
校
山
添
校　
　
　

一
日
高
校
体
験

■日
７
月
27
日
○金
午
前
９
時　

■対
中
学
３
年
生

と
そ
の
保
護
者
、
中
学
校
教
員
等　

■内
学
校

説
明
、
校
舎
見
学
、
授
業
体
験　

■場
・
■申
同

校
☎
57
‐
２
１
０
０

夏
休
み
の
自
由
研
究
に
！

親
子
で
作
る
鶴
岡
の
伝
統
工
芸

▼
し
な
織　

■日
７
月
28
日
○土
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
０
時
50
分
（
中
央
公
民
館
女
性
セ
ン

タ
ー
集
合
）　

■場
関
川
し
な
織
セ
ン
タ
ー

■費
２
、
２
０
０
円　

■他
バ
ス
で
送
迎　

▼
ま
ゆ
ク
ラ
フ
ト　

■日
７
月
31
日
○火
午
前
10

時　

■場
中
央
公
民
館
女
性
セ
ン
タ
ー　

■費
２
、

２
０
０
円

▼
わ
ら
細
工　

■日
８
月
３
日
○金
午
前
９
時
30

分　

■場
同
セ
ン
タ
ー　

■費
２
、
５
０
０
円

▼
共
通　

■対
市
内
、
三
川
町
、
庄
内
町
に
在

住
の
小
学
生
（
わ
ら
細
工
の
み
小
学
３
年
生

以
上
）
と
そ
の
保
護
者
各
日
先
着
10
組　

■場

・
■申
７
月
４
日
○水
〜
20
日
○金
に
同
セ
ン
タ
ー

☎
24
‐
２
３
４
０
へ　

■他
予
約
可

▼
パ
パ
ポ
ピ
ン
ズ　

■日
７
月
16
日
○月
午
前
10

時　

■場
同
館　

■対
乳
幼
児
と
そ
の
父
親
（
父

親
以
外
の
保
護
者
で
も
可
）　

■内
工
作
、
お

絵
描
き
等　

■申
７
月
２
日
○月
か
ら　

▼
遊
び
の
サ
マ
ー
セ
レ
ク
シ
ョ
ン　

▽
化
学

実
験
…
■日
７
月
31
日
○火
午
後
２
時
30
分　

■場

同
館　

■対
小
学
生　

■師
鶴
岡
高
専
教
員　

▽

ち
ぎ
り
紙
教
室
…
■日
８
月
２
日
○木
午
後
２
時

30
分　

■場
同
館　

■対
小
学
生
先
着
20
人　

■師

小
澤
紀
美
氏　

■費
１
５
０
円　

▽
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
ロ
ケ
ッ
ト
を
と
ば
そ
う
！
…
■日
８
月
４

日
○土
午
後
１
時　

■場
朝
暘
一
小
グ
ラ
ウ
ン
ド　

■対
小
学
生
先
着
20
人　

■持
５
０
０　

ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル（
炭
酸
系
）２
本　

▽
書
道
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
…
■日
８
月
７
日
○火
午
後
１
時
30
分

■場
同
館　

■対
小
学
生　

■師
コ
ト
バ
人
Ｓ
Ｈ
Ｏ

氏　

■持
着
替
え　

▽
夏
バ
ー
ジ
ョ
ン
・
ス
ノ

ー
ド
ー
ム
を
作
ろ
う
！
…
■日
８
月
９
日
○木
午

後
２
時
30
分　

■場
同
館　

■対
小
学
生
先
着
15

人　

■持
ジ
ャ
ム
等
の
空
き
瓶
と
中
に
入
れ
た

い
物　　

▽
共
通
…
■申
７
月
２
日
○月
か
ら

▼
南
部
児
童
館
の
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
と
マ
ス
コ

ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
募
集　

■対
18
歳
以
下
の

方　

■
募
集
期
間　

７
月
８
日
○日
〜
８
月
31

日
○金　

■他
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
と
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

は
必
ず
２
つ
１
組
、
Ａ
４
サ
イ
ズ
で
応
募

▼
共
通　

■申
同
館
☎
64
‐
１
９
０
０

小
学
生
の
た
め
の
図
書
館
講
座

▼
絵
本
を
つ
く
っ
て
み
よ
う　

■日
７
月
14
日

○土　

■師
図
書
館
本
館
職
員

▼
夏
の
虫
あ
つ
め
〜
鶴
岡
の
カ
ブ
ク
ワ
は
こ

こ
を
探
そ
う
〜　

■日
７
月
21
日
○土　

■師
高
橋

子
ど
も
科
学
教
室　
　
　
　
　
　
　

夏
の
昆
虫
た
ち
と
ふ
れ
あ
お
う
！

■日
７
月
７
日
○土
午
前
９
時
30
分　

■場
櫛
引
総

合
運
動
公
園　

■対
小
学
生
（
１
年
〜
３
年
生

は
保
護
者
同
伴
）　

■内
昆
虫
の
観
察
や
写
真

撮
影　

■持
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
等　

■申
学
校
教

育
課
（
櫛
引
庁
舎
）
☎
57
‐
４
８
６
４

西
部
児
童
館
の
催
し

▼
三
浦
先
生
と
体
を
つ
か
っ
て
あ
そ
ぼ
う
！

運
動
で
心
も
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ　

■日
７
月

８
日
○日
午
前
10
時　

■対
幼
児
〜
小
学
校
低
学

年
の
子
供
と
そ
の
保
護
者
15
組　

■師
三
浦
利

由
喜
氏　

■申
７
月
４
日
○水
ま
で

▼
わ
く
わ
く
サ
マ
ー
体
験　

■日
７
月
27
日
○金

〜
８
月
17
日
○金
の
間
で
７
日
開
催
（
土
曜
・

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）　

■対
幼
児
と
そ
の

保
護
者
、
小
学
生　

■内
化
学
実
験
、
３
Ｂ
体

操
、
し
ゃ
ぼ
ん
玉
等

▼
サ
マ
ー
水
遊
び　

■日
７
月
27
日
○金
、
８
月

３
日
○金　

■時
・
■対
午
前
10
時
30
分
…
幼
児

午
後
２
時
30
分
…
小
学
生　

▼
共
通　

■場
・
■問
同
館
☎
29
‐
０
０
３
１

南
部
児
童
館
の
催
し
等

▼
自
然
体
験
活
動
「
夏
だ
！
海
を
満
喫
!!

由
良
」　

■日
７
月
14
日
○土
午
前
9
時
30
分
〜

午
後
３
時
（
同
館
集
合
）　

■場
由
良
海
岸
周

辺　

■対
小
学
生
先
着
15
人　

■内
ク
ル
ー
ジ
ン

グ
、
イ
ソ
ガ
ニ
釣
り　

■費
１
、
０
０
0
円

■持
昼
食　

■申
７
月
２
日
○月
か
ら

㎜ℓ

in
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〜
水
道
水
は
ど
こ
か
ら
や
っ
て
く
る
の
〜

夏
休
み
！
わ
く
わ
く
水
道
た
ん
け
ん
隊
！

■日
７
月
28
日
○土
午
前
８
時
30
分
（
上
下
水
道

部
庁
舎
集
合
）　

■対
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

先
着
10
組　

■内
月
山
ダ
ム
、
朝
日
浄
水
場
、

高
坂
配
水
場
等
の
見
学　

■申
７
月
20
日
○金
ま

で
上
下
水
道
部
総
務
課
☎
23
‐
７
７
３
１
へ

夏
休
み
親
子
環
境
教
室

■日
７
月
28
日
○土
午
前
８
時
40
分
（
市
役
所
本

所
集
合
）　

■場
鼠
ヶ
関
地
区　

■対
小
学
生
と

そ
の
保
護
者
先
着
20
人　

■内
塩
づ
く
り
見
学
、

イ
カ
の
一
夜
干
し
等　

■費
１
、
０
０
０
円

■申
７
月
２
日
○月
〜
18
日
○水
に
本
所
環
境
課
☎

内
線
７
０
８
へ　

■他
雨
天
時
は
内
容
変
更

鶴
岡
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ
公
開
工
作
教
室

夏
休
み
ア
イ
デ
ア
工
作
相
談
会

■日
７
月
29
日
○日
午
前
９
時　

■場
秋
山
鉄
工
㈱

日
本
国
工
場　

■対
小
・
中
学
生　

■内
夏
休
み

の
工
作
課
題
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス　

■問
学

校
教
育
課
☎
57
‐
４
８
６
５

ガ
ラ
ス
で
ゆ
ら
ゆ
ら
モ
ビ
ー
ル

づ
く
り
！
（
全
２
回
）

■日
７
月
29
日
○日
、
８
月
５
日
○日
午
前
10
時

■対
市
内
在
住
の
小
学
４
年
生
〜
中
学
３
年
生

先
着
16
人　

■内
カ
ッ
ト
ガ
ラ
ス
で
モ
ビ
ー
ル

を
作
る　

■師
布
川
美
與
子
氏（
遊
工
房
主
宰
）　

■費
１
、
５
０
０
円　

■持
エ
プ
ロ
ン
等　

■場
・

■申
７
月
４
日
○水
〜
22
日
○日
に
鶴
岡
ア
ー
ト
フ

ォ
ー
ラ
ム
☎
29
‐
０
２
６
０
へ

ス
ラ
イ
ム
づ
く
り
・
ク
ラ
ゲ
の
観
察
・
科
学
工
作
な
ど　

夏
だ
！
科
学
体
験
教
室

■日
７
月
29
日
○日
午
前
10
時
〜
午
後
３
時　

■場

エ
ス
モ
ー
ル　

■対
小
学
生　

■問
山
形
大
学
サ

イ
タ
セ
ン
タ
ー
☎
０
２
３
‐
６
２
８
‐
４
５

１
７中

央
児
童
館 

ひ
ろ
っ
ぴ
あ

▼
夏
休
み
日
替
わ
り
コ
ー
ナ
ー　

■日
７
月
30

日
○月
〜
８
月
３
日
○金
（
時
間
は
要
問
合
せ
）

■内
う
ど
ん
作
り（
■定
10
人
）、ち
ぎ
り
絵（
■定
20

人
）、
ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢（
■定
30
人
）、
化
学

実
験
、
工
作
等　　

■費
１
０
０
円
か
ら

▼
ひ
ろ
っ
ぴ
あ
将
棋
大
会　

■日
８
月
４
日
○土

午
後
２
時　

■対
小
学
生
20
人　

■申
７
月
１
日

○日
〜
28
日
○土

▼
共
通　

■場
・
■申
同
館
☎
24
‐
４
６
０
８

夏
休
み
親
子
リ
サ
イ
ク
ル
体
験

教
室
（
グ
ラ
ス
ア
ー
ト
）

■日
７
月
30
日
○月
、
８
月
３
日
○金
午
後
１
時
30

分　

■場
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ「
く
る
り
ん
館
」　

■対
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
各
日
先
着
10
組

■内
ガ
ラ
ス
の
小
瓶
や
グ
ラ
ス
に
専
用
器
具
で

模
様
を
付
け
る　

■申
同
館
☎
35
‐
３
５
５
７

く
し
び
き
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

「
夏
休
み
子
ど
も
教
室
」

■日
８
月
１
日
○水
午
前
10
時　

■場
櫛
引
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー　

■対
小
学
生
以
上
の
方
と
そ
の

保
護
者　

■内
ペ
タ
ン
ク
教
室
、
カ
ロ
ー
リ
ン

グ　

■申
同
ク
ラ
ブ
事
務
局
☎
57
‐
４
３
１
１

夏
休
み
親
子
下
水
道
教
室

■日
８
月
３
日
○金
午
前
9
時　

■場
庄
内
浄
化
セ

ン
タ
ー
（
庄
内
町
）　

■対
小
学
４
年
〜
６
年

生
と
そ
の
保
護
者
先
着
20
組　

■内
下
水
処
理

場
の
見
学
、
微
生
物
の
顕
微
鏡
観
察
、
工
作

（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
エ
コ
ラ
イ
ト
）
等　

■申
７

月
24
日
○火
ま
で
上
下
水
道
部
総
務
課
☎
23
‐

７
７
３
１
へ

慶
應
義
塾
大
学
か
ら
だ
館　
　

  

自
由
研
究
お
う
え
ん
隊

■日
８
月
３
日
○金
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
30
分　

■場
先
端
研
究
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー　

■対
小
学

２
年
〜
４
年
生
20
人
と
そ
の
保
護
者
20
人

■内「
い
の
ち
を
守
れ　

き
み
が
防
災
リ
ー
ダ

ー
だ
」
大
木
聖
子
氏
（
同
大
学
環
境
情
報
学

部
准
教
授
）・
同
大
学
学
生
等　

■申
７
月
17

日
○火
ま
で
か
ら
だ
館
☎
29
‐
０
８
０
６
へ

チ
ラ
シ
に
ス
タ
ン
プ
を
集
め
る
と
プ
レ
ゼ
ン
ト
進
呈

図
書
館
本
館
夏
の
お
は
な
し
会

■日
８
月
４
日
○土
・
５
日
○日
午
前
10
時
30
分

■対
幼
児
以
上
の
親
子　

■内
ペ
ー
プ
サ
ー
ト
、

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
等　

■場
・
■問
同
館
☎
25
‐

２
５
２
５　

内
川
の
自
然
を
の
ぞ
い
て
み
ま
せ
ん
か

内
川
舟
下
り
探
検
隊

■日
８
月
５
日
○日
午
前
８
時
30
分
（
市
役
所
本

所
集
合
）　

■場
坂
本
橋
↓
昭
和
橋
上
流
公
園

（
約
３
㎞
）　

■対
市
内
在
住
の
小
学
３
年
〜
６

年
生
先
着
８
人　

■申
７
月
24
日
○火
ま
で
本
所

土
木
課
内
「
内
川
を
美
し
く
す
る
会
」
事
務

局
☎
内
線
４
７
５
へ

鶴
岡
水
泳
育
成
協
会                    

夏
の
短
期
水
泳
教
室（
全
５
回
）

■日
８
月
６
日
○月
〜
10
日
○金
午
前
８
時
50
分

■場
市
民
プ
ー
ル　

■対
年
中
児
〜
小
学
６
年
生

先
着
70
人　

■費
５
、
０
０
０
円　

■申
同
協
会

☎
22
‐
０
０
７
４　

■他
新
規
入
会
の
方
に
同

協
会
指
定
水
泳
帽
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
HP

教
育
委
員
会
関
係
者
が
個
別
に
相
談
を
受
け
ま
す

鶴
岡
市
就
学
相
談
会

■日
８
月
10
日
○金
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分　

■場
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー　

■対
来
年
４
月
に
小

学
校
に
入
学
す
る
子
供
の
保
護
者　

■内
発
達

の
様
子
や
就
学
先
等
の
相
談　

■申
７
月
31
日

○火
ま
で
学
校
教
育
課
☎
57
‐
４
８
６
４
へ

お
う
ち
で
給
食
メ
ニ
ュ
ー
を

つ
く
っ
て
み
よ
う
！

■日
８
月
10
日
○金
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１
時

30
分　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■対
市
内
在
住
の
小

学
生
と
そ
の
保
護
者
先
着
30
人　

■内
食
に
関

す
る
取
り
組
み
紹
介
、
給
食
献
立
の
調
理
実

習
、
会
食
等　

■申
７
月
５
日
○木
〜
27
日
○金
に

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
☎
22
‐
０
４
１
１
へ　

施
設
の
催
し

致
道
博
物
館

▼
致
道
博
物
館
・
本
間
美
術
館
・
本
間
家
旧
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囲
碁
交
流
」　

■日
７
月
25
日
〜
８
月
10
日
の

月
曜
〜
金
曜
日
午
後
１
時
〜
４
時　

▼
共
通　

■場
・
■問
同
セ
ン
タ
ー
☎
24
‐
０
０

６
６自

然
学
習
交
流
館
ほ
と
り
あ

▼「
宝
の
上
池
・
下
池　

今
昔　

豊
饒
の
池

豊
か
な
恵
み
と
人
と
の
繋
が
り
」
太
田
威
氏

企
画
展
示　

■日
７
月
７
日
○土
〜
９
月
30
日
○日　

■場
同
館

▼
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
い
き
も
の
み
っ
け
」　

■日
７
月
28
日
○土
午
前
10
時
〜
午
後
2
時　

■場

同
館　

■定
10
人　

■申
７
月
26
日
○木
ま
で

▼
都
沢
湿
地
自
由
研
究
相
談
会
（
要
予
約
）　

■日
７
月
29
日
○日
〜
８
月
５
日
○日
午
前
９
時
〜

午
後
４
時　

■場
同
館　
　
　

▼
自
然
観
察
会
（
自
由
研
究
対
応
事
業
）
赤

と
ん
ぼ
マ
ー
キ
ン
グ
調
査
in
月
山　

■日
８
月

４
日
○土
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
３
時
（
同

館
集
合
）　

■場
月
山
六
合
目
〜
八
合
目
周
辺　

■定
20
人　

■費
３
０
０
円　

■持
虫
網
、
昼
食
等　

■申
８
月
２
日
○木
ま
で　
　

▼
共
通　

■申
同
館
☎
33
‐
８
６
９
３

月
山
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
初
夏
の
弥
陀
ヶ
原
観
察
会　

■日
７
月
14
日

○土
午
前
８
時
〜
午
後
２
時
（
同
セ
ン
タ
ー
集

合
）　

■申
７
月
12
日
○木
ま
で

▼
夏
の
弥
陀
ヶ
原
観
察
会
２
ｄ
ａ
ｙ
ｓ　

■日

８
月
５
日
○日
・
６
日
○月
午
前
８
時
〜
午
後
２

時
（
同
セ
ン
タ
ー
集
合
）　

■申
７
月
31
日
○火

ま
で

▼
月
山
を
外
来
種
か
ら
守
ろ
う
パ
ー
ト
15

■日
８
月
11
日
○土
午
前
７
時
〜
午
後
４
時
（
羽

黒
庁
舎
駐
車
場
集
合
）　

■内
姥
沢
（
西
川
町
）

付
近
外
来
植
物
除
去　

■申
８
月
８
日
○水
ま
で　
　

▼
共
通　

■定
各
日
先
着
20
人　

■費
７
０
０
円　

■持
昼
食
等　

■申
同
セ
ン
タ
ー
☎
62
‐
４
３
２

１　

■他
荒
天
時
は
中
止

月
山
あ
さ
ひ
博
物
村

▼
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
あ
げ
ち
ゃ
お
う
！
「
ト
リ
ッ
ク

ア
ー
ト
展
」　

■日
７
月
14
日
○土
〜
９
月
30
日

○日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▼
月
山
カ
ブ
ト
ム
シ
園
オ
ー
プ
ン　

■日
７
月

14
日
○土
〜
８
月
16
日
○木
午
前
10
時
〜
午
後
４

時　

■内
生
息
環
境
を
再
現
し
て
放
虫

▼
共
通　

■費
高
校
生
以
上
…
７
５
０
円　

小

・
中
学
生
…
５
０
０
円　

３
歳
以
上
…
２
５

０
円
（
文
化
創
造
館
、
月
山
カ
ブ
ト
ム
シ
園

共
通
券
）　

■場
・
■問
月
山
あ
さ
ひ
博
物
村
☎

53
‐
３
４
１
１

中
央
公
民
館　
　
　
　
　
　
　

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

▼
一
般
公
開　

■日
７
月
26
日
○木
・
29
日
○日
〜

31
日
○火
、
８
月
２
日
○木
・
５
日
○日
・
６
日
○月

・
14
日
○火
・
15
日
○水　

■時
・
■内
午
前
10
時
、

午
後
２
時
…『
ド
ラ
え
も
ん
宇
宙
ふ
し
ぎ
大

探
検
』　

午
前
11
時
30
分
…
『
あ
ふ
り
か
ぽ

れ
ぽ
れ
』　

■費
３
歳
以
上
…
60
円　

高
校
生

以
上
…
１
４
０
円　

▼
大
人
の
た
め
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム　

■日
７

月
27
日
○金
、
８
月
１
日
○水
・
10
日
○金
午
後
２

時
・
７
時　

■対
高
校
生
以
上　

■内『
ア
ー
ス

辺
（
３
㎞
〜
５
㎞
）　

■費
１
０
０
円

▼
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ロ
ケ
ッ
ト
大
会　

■日
７
月

29
日
○日　

■時
・
■内
午
前
9
時
…
製
作
講
習
会

（
■費
１
、
０
０
０
円　

■持
１
・
５
ℓ
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
３
本
、
は
さ
み
、
油
性
ペ
ン
、
昼
食
）　

午
後
１
時
…
飛
行
大
会
（
■持
自
作
の
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
ロ
ケ
ッ
ト
）　

■場
同
館　

■対
親
子

■申
７
月
25
日
○水
ま
で

▼
共
通　

■問
同
館
☎
62
‐
２
６
５
５

鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

▼
第
２
期
常
設
展
示
「
海
の
絵
」　

■日
７
月

４
日
○水
〜
９
月
30
日
○日
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
30
分　

■内
市
所
蔵
郷
土
作
家
の
作
品
展
示

▼
美
術
講
座
「
本
革
で
つ
く
る　

ブ
ッ
ク
カ

バ
ー
」　

■日
８
月
25
日
○土
午
後
１
時
30
分

■対
高
校
生
以
上
の
方
先
着
16
人　

■内
手
縫
い

の
ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
を
作
る　

■師
野
村
将
太
氏

（
ア
ル
テ
ィ
ジ
ャ
ー
ノ
）　

■費
３
、
５
０
０
円　

■申
７
月
４
日
○水
〜
８
月
15
日
○水

▼
共
通　

■場
・
■問
同
館
☎
29
‐
０
２
６
０

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
健
康
相
談　

■日
7
月
5
日
・
19
日
・
26
日
、

8
月
2
日
の
木
曜
日
午
後
１
時
30
分

▼
茶
の
湯　

■日
７
月
６
日
・
20
日
・
27
日
、

８
月
10
日
・
17
日
・
24
日
の
金
曜
日
午
前
9

時
30
分

▼
な
ご
み
（
お
茶
）　

■日
７
月
10
日
・
17
日
・

24
日
、
８
月
７
日
・
28
日
の
火
曜
日
午
前
９

時
30
分

▼
夏
休
み
企
画
「
小
・
中
学
生
と
の
将
棋
・

本
邸
連
携
企
画
「
三
館
参
観
券
〜
庄
内
で
め

ぐ
る
幕
末
・
明
治
〜
」
販
売　

■日
７
月
１
日

○日
〜
８
月
31
日
○金
（
参
観
は
７
月
28
日
○土
か

ら
）　

■
販
売
枚
数　

限
定
５
０
０
枚　

■費

１
、
７
０
０
円　

■
販
売
場
所　

各
施
設

▼
ち（
致
道
）は
く（
博
物
館
）「
を
」学
ぼ
う
！

（
全
４
回
）　

■日
７
月
５
日
○木
・
19
日
○木
・
26

日
○木
、
８
月
１
日
○水
午
前
10
時　

■場
致
道
博

物
館　

■定
先
着
15
人　

■内
建
造
物
・
展
示
物

説
明
、
酒
井
家
の
歴
史
、
庄
内
と
戊
辰
戦
争
・

西
郷
隆
盛
と
の
関
係　

■費
１
、
５
０
０
円

▼「
明
治
維
新
１
５
０
年　

西
郷
隆
盛
と
庄

内
」
展
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク　

■日
７
月
29
日

○日
午
後
２
時　

■場
同
館　

■内
戊
辰
戦
争
や
西

郷
隆
盛
と
庄
内
に
つ
い
て　

■費
大
人
…
７
０

０
円   

学
生
…
３
８
０
円　

小
・
中
学
生
…

２
８
０
円

▼
共
通　

■問
同
館
☎
22
‐
１
１
９
９

創
造
の
森
交
流
館

▼
数
独
笑
楽
交　

■日
７
月
４
日
○水
・
11
日
○水

・
18
日
○水
・
25
日
○水
午
前
９
時
30
分　

■場
同

館　

■費
各
日
１
０
０
円

▼
デ
ジ
カ
メ
自
由
学
校　

■日
７
月
７
日
○土
午

前
９
時　

■場
同
館　

■持
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ

▼
ハ
ン
モ
ッ
ク
を
作
っ
て
お
昼
寝　

■日
７
月

14
日
○土
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
２
時　

■場
同

館　

■定
先
着
25
人　

■費
９
０
０
円　

■持
昼
食

▼
麻
雀
笑
楽
交　

■日
７
月
20
日
○金
午
前
９
時

30
分
〜
午
後
３
時
30
分　

■場
同
館　

■費
１
０

０
円　

▼
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
会　

■日
７
月
21
日
○土
午
前

10
時
（
同
館
集
合
）　

■場
月
山
高
原
牧
場
周



20

０
２
３
‐
６
２
９
‐
８
４
７
７
へ　

■他
申
請

書
は
消
防
本
部
に
設
置
。
HP

食
生
活
改
善
推
進
員
養
成
講
座

（
全
６
回
）

■日
９
月
７
日
○金
・
28
日
○金
、
10
月
７
日
○日
・

19
日
○金
、
11
月
９
日
○金
・
30
日
○金　

■時
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
２
時
30
分　

■場
に
こ
♥

ふ

る
（
10
月
７
日
は
小
真
木
原
総
合
体
育
館
）

■対
市
内
在
住
で
来
年
度
か
ら
同
推
進
員
と
し

て
活
動
で
き
る
同
講
座
未
受
講
の
方
先
着
40

人　

■費
１
、
０
０
０
円　

■申
７
月
２
日
○月
〜

８
月
24
日
○金
に
健
康
課
☎
内
線
３
７
５
へ

甲
種
・
乙
種
全
類
で
実
施　
　
　

消
防
設
備
士
試
験 　
　
　
　

■日
９
月
15
日
○土　

■場
山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ
、

酒
田
産
業
会
館　

■
受
付
期
間　

電
子
申
請

…
７
月
20
日
○金
〜
30
日
○月　

書
面
申
請
…
７

月
23
日
○月
〜
８
月
２
日
○木　

■問
消
防
試
験
研

究
セ
ン
タ
ー
山
形
県
支
部
☎
０
２
３
‐
６
３

１
‐
０
７
６
１　

■他
願
書
は
消
防
本
部
、
消

防
署
及
び
消
防
各
分
署
に
設
置
。
HP

募
集
・
相
談
・
そ
の
他

９
月
１
日
○土
〜
12
日
○水
開
催

白

社
美
術
展　

作
品
募
集

■
種
目　

絵
画
、
彫
刻
、
工
芸
等
（
1
人

２
点
以
内
、
15
号
以
上
〈
版
画
は
制
限
な

し
〉）　

■費
４
、
０
０
０
円
（
学
生
は
５
０
０

円
）　

■申
８
月
29
日
○水
午
前
10
時
〜
午
後
５

時
30
分
に
鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
へ　

■問

日
○火
・
29
日
○水
午
前
９
時
〜
午
後
５
時　

■定

25
人　

■費
１
万
円

▼
共
通　

■場
・
■申
同
セ
ン
タ
ー
☎
23
‐
２
２

０
０　

■他
HP

銀
粘
土
で
作
る
シ
ル
バ
ー
ア

ク
セ
サ
リ
ー
講
座（
全
２
回
）　

■日
８
月
18
日
○土
・
25
日
○土
午
前
10
時　

■対
市

内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
す
る
18
歳
（
高
校
生

を
除
く
）
〜
40
歳
の
方
先
着
10
人　

■内
葉
模

様
の
チ
ョ
ー
カ
ー
作
り　

■師
與
門
い
つ
氏

■費
２
、
８
０
０
円　

■場
・
■申
７
月
13
日
○金
〜

８
月
６
日
○月
に
中
央
公
民
館
☎
25
‐
１
０
５

０
へ危

険
物
取
扱
者
保
安
講
習

■日
給
油
取
扱
所
講
習
…
８
月
24
日
○金
午
前
９

時
、
９
月
19
日
○水
午
後
１
時
30
分　

一
般
講

習
…
８
月
23
日
○木
、
10
月
25
日
○木
午
後
１
時

30
分
、９
月
20
日
○木
・
10
月
26
日
○金
午
前
９
時

■場
庄
内
総
合
支
庁　

■対
危
険
物
の
取
扱
作
業

に
従
事
し
て
い
る
方
等
（
詳
細
は
申
請
書
）

■申
７
月
20
日
○金
ま
で
山
形
県
危
険
物
安
全
協

会
連
合
会
☎
０
２
３
‐
６
３
２
‐
５
７
４
４

へ　

■他
申
請
書
は
消
防
本
部
、
消
防
署
及
び

消
防
各
分
署
に
設
置

消
防
設
備
点
検
資
格
者
講
習

■日
第
1
種
…
８
月
28
日
○火
〜
30
日
○木　

第
２

種
…
９
月
４
日
○火
〜
６
日
○木　

■場
山
形
ビ
ッ

グ
ウ
イ
ン
グ
（
山
形
市
）　

■申
７
月
９
日
○月

〜
８
月
３
日
○金
に
山
形
県
消
防
設
備
協
会
☎

■問
山
大
農
学
部
内
「
同
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」

事
務
局
☎
０
７
０
‐
２
０
１
１
‐
５
６
１
５

出
羽
庄
内
国
際
村
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
サ
ロ
ン

中
世
の
魅
力
〜
チ
ェ
コ
共
和
国
〜

■日
７
月
21
日
○土
午
後
７
時　

■師
白
幡
佑
海
氏

（
羽
黒
高
校
３
年
）、
ラ
フ
ァ
エ
ル
・
ア
ク
イ

氏
（
チ
ェ
コ
共
和
国
出
身
）　

■費
飲
み
物
代　

■場
・
■申
同
館
☎
25
‐
３
６
０
０

支
え
合
い
の
仕
組
み
づ
く
り

を
考
え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム

■日
７
月
22
日
○日
午
後
１
時　

■場
余
目
第
二
公

民
館
（
庄
内
町
）　

■定
１
０
０
人　

■内
基
調

講
演
「
住
み
慣
れ
た
地
域
で
い
つ
ま
で
も
元

気
に
暮
ら
す
た
め
に
」
服
部
真
治
氏
（
医
療

経
済
研
究
機
構
研
究
総
務
部
次
長
）、
パ
ネ

ル
討
議
「
シ
ニ
ア
が
主
役
！
地
域
共
生
社
会

の
推
進
の
た
め
に
」
服
部
真
治
氏
、
辻
野
文

彦
氏
（
八
王
寺
市
福
祉
部
高
齢
福
祉
主
査
）、

目
崎
智
恵
子
氏
（
高
崎
市
第
１
層
生
活
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）　

■申
７
月
14
日
○土
ま

で
山
形
県
生
涯
学
習
文
化
財
団
学
習
振
興
部

☎
０
２
３
‐
６
２
５
‐
６
４
１
１
へ

庄
内
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

職
業
能
力
開
発
講
座

▼
品
質
管
理
﹇
基
礎
﹈
講
座　

■日
７
月
25
日

○水
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分　

■定
20

人　

■費
４
、
５
０
０
円

▼
品
質
管
理
﹇
実
践
﹈
講
座　

■日
８
月
22
日

○水
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分　

■定
20

人　

■費
４
、
５
０
０
円

▼
中
堅
社
員
研
修
（
全
２
回
）　

■日
８
月
28

シ
ン
フ
ォ
ニ
ー 

光
と
水
が
奏
で
る
空
の
物

語
』 　

■費
１
４
０
円

▼
共
通　

■定
各
回
先
着
78
人　

■場
・
■問
中
央

公
民
館
☎
25
‐
１
０
５
０

松
ヶ
岡
開
墾
場

▼
じ
ぐ
ち
あ
ん
ど
ん
夏
祭
り　

■日
・
■内
▽
８

月
４
日
○土
午
後
３
時
…
地
口
絵
体
験
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
（
■師
平
野
克
己
氏
）、
日
没
後
…

地
口
あ
ん
ど
ん
点
灯　

▽
５
日
○日
午
前
11
時

〜
午
後
３
時
…
浴
衣
姿
で
人
力
車
乗
車
体
験

（
浴
衣
着
付
け
補
助
あ
り
）、
Ｋ
ｉ
ｂ
ｉ
ｓ
ｏ

製
品
の
販
売
、
福
引
、
繭
ハ
ン
コ
体
験
、
座

繰
り
体
験
、
お
買
い
得
ス
カ
ー
フ
コ
ー
ナ
ー
、

川
柳
地
口
あ
ん
ど
ん
展
示
、
軽
食
コ
ー
ナ
ー

等　

▽
５
日
○日
正
午
…
琵
琶
曲
『
松
ヶ
岡
』

演
奏
、
甲

か
っ
ち
ゅ
う冑
隊
演
舞
、
こ
ん
み
り
一
座
人
形

劇　

■場
同
開
墾
場　

■申
松
ヶ
岡
産
業
㈱
☎
64

‐
１
３
３
１

▼
一
翠
苑
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集　

■日
毎
月
第
３
日
曜
日
午
前
10
時
〜
午
後
３
時　

■場
同
開
墾
場
二
番
蚕
室　

■申
直
売
所
ひ
ょ
う

た
ん
☎
62
‐
２
９
２
８　

講
座
・
講
習
会

地
域
定
住
農
業
者
育
成
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
一
般
公
開
講
座

■日
7
月
19
日
○木
午
後
１
時
30
分　

■場
酒
田
勤

労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー　

■内「
農
村
自
給
圏
‐

ス
マ
ー
ト
・
テ
ロ
ワ
ー
ル
‐
を
目
指
し
て
」

中
田
康
雄
氏（
カ
ル
ビ
ー
㈱
元
取
締
役
社
長
）　

■ ■ ■ ■ ■ 　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ
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ら
れ
て
い
る
方
は
、
期
限
内
に
納
付
し
て
く

だ
さ
い
。
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
前

日
ま
で
に
口
座
残
高
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■問
鶴
岡
税
務
署
☎
22
‐
１
４
０
１

櫛
引
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
展
示
ス

ペ
ー
ス
を
無
料
で
貸
し
出
し
ま
す

　

個
人
の
趣
味
で
製
作
し
た
も
の（
絵
画
・
書

道
作
品
等
）、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
を
展
示

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
貸
出
し
期
間　

約
２
か
月　

■
展
示
ス
ペ

ー
ス　

４
か
所（
最
大
幅
３
ｍ
×
奥
行
き
１
・

１
５
ｍ
×
高
さ
２
・
４
ｍ
）　

■問
同
セ
ン
タ

ー
☎
57
‐
５
６
７
０　

■他
照
明
や
展
示
に
必

要
な
吊
り
下
げ
フ
ッ
ク
・
プ
ッ
シ
ュ
ピ
ン
・

白
布
も
無
料
（
白
布
は
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
〈
費

用
は
自
己
負
担
〉
し
て
返
却
）

平
成
31
年
３
月
・
４
月
採
用
予
定      

自
衛
官
採
用
試
験

募
集
種
目

試
験
日

試
験
会
場

航
空
学
生
１
次
…
９
月
17
日
○月
鶴
岡
合
同
庁
舎

一
般
曹

候
補
生

１
次
…
９
月
21
日
○金

〜
23
日
○日
の
う
ち
１

日２
次
…
10
月
12
日
○金

〜
14
日
○日

１
次
…
鶴
岡
合

同
庁
舎

２
次
…
陸
上
自

衛
隊
神
町
駐
屯

地（
東
根
市
）

自
衛
官

候
補
生

筆
記
・
適
性
検
査
…

９
月
21
日
○金
〜
23
日

○日
の
う
ち
１
日

口
述
・
身
体
検
査
…

９
月
29
日
○土
〜
10
月

２
日
○火

筆
記
・
適
性
検

査
…
鶴
岡
合
同

庁
舎

口
述
・
身
体
検

査
…
陸
上
自
衛

隊
神
町
駐
屯
地

■
受
付
期
間　

７
月
１
日
○日
〜
９
月
７
日
○金　

■問
自
衛
隊
山
形
地
方
協
力
本
部
鶴
岡
出
張
所

☎
22
‐
０
４
６
６

三
川
町
、
庄
内
町
に
在
住
ま
た
は
勤
務
の
方

先
着
８
人　

■場
・
■申
７
月
26
日
○木
ま
で
東
北

労
働
金
庫
鶴
岡
支
店
☎
22
‐
３
１
４
７
へ

〝
婚
シ
ェ
ル
ジ
ュ
〞が
親
身
に
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

結
婚
相
談
会

■日
７
月
29
日
○日
午
後
１
時
30
分　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■対
結
婚
を
希
望
す
る
独
身
の
方
先
着

20
人
（
親
子
や
友
達
同
士
等
で
２
人
以
上
で

の
参
加
も
可
）　

■申
７
月
23
日
○月
ま
で
本
所

地
域
振
興
課
内
「
つ
る
お
か
世
話
焼
き
委
員

会
」
事
務
局
☎
内
線
５
８
７
へ

市
内
の
空
き
家
の
所
有
・
管
理
で
お
悩
み
の
方

空
き
家
相
談
会

■日
８
月
４
日
○土
午
前
10
時
〜
正
午　

■場
勤
労

者
会
館　

■問
本
所
都
市
計
画
課
☎
内
線
４
６

４
ま
た
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
つ
る
お
か
ラ
ン
ド
・

バ
ン
ク
☎
64
‐
１
５
６
７
へ　

■他
予
約
可

お
忘
れ
な
く
！
所
得
税
の
予
定
納
税（
第

一
期
分
）の
納
期
限
は
７
月
31
日
○火
で
す

　

税
務
署
か
ら
予
定
納
税
額
の
通
知
書
が
送

ｍ　

屋
内
…
３
・
６
ｍ
×
１
・
８
ｍ　

飲
食

（
屋
外
テ
ン
ト
内
）
…
２
・
７
ｍ
×
３
・
６

ｍ　

■費
販
売
が
あ
る
場
合
の
み
１
、
０
０
０

円
（
飲
食
以
外
の
販
売
は
、
環
境
に
関
す
る

品
物
の
み
）　

■申
７
月
18
日
○水
ま
で
本
所
環

境
課
内
「
環
境
つ
る
お
か
推
進
協
議
会
」
事

務
局
☎
内
線
７
２
０
へ

住
宅
新
築
・
増
改
築
、耐
震
診
断
、住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助

住
宅
相
談
会

■日
７
月
25
日
○水
午
前
10
時
〜
11
時　

■場
市
役

所
本
所
４
階
４
０
３
会
議
室　

■問
本
所
建
築

課
☎
内
線
４
８
４

山
形
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

県
内
一
斉
空
き
家
相
談
会

■日
７
月
28
日
○土
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分　
　

■場
勤
労
者
会
館　

■問
同
協
会
☎
24
‐
８
８
４

６
弁
護
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す

勤
労
者
無
料
法
律
相
談
会

■日
７
月
27
日
○金
午
後
３
時
〜
７
時　

■対
市
内
、

白

社　
　

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■他

申
込
書
等
は
鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
中

央
公
民
館
、
市
内
画
材
店
等
に
設
置

応
募
し
た
方
に
記
念
品
を
進
呈　
　
　

交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
募
集

■
テ
ー
マ　

交
通
事
故
防
止
を
呼
び
掛
け
る

も
の
、
交
通
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
の
重
要
性
を

訴
え
る
も
の　

■
部
門　

小
学
生
の
部
、
一

般
の
部（
中
学
生
以
上
）　

■
規
定　

１
人
１

点
で
自
作
未
発
表
の
も
の　

■
規
格　

Ａ
３

〜
四
つ
切
り
サ
イ
ズ　

■
各
賞　

最
優
秀
賞

１
点
、
優
秀
賞
・
佳
作
数
点　

■申
８
月
31
日

○金
ま
で
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線
１
６
３
へ　

「
環
境
フ
ェ
ア
つ
る
お
か
２
０
１
８
」

出
展
企
業
・
団
体
、飲
食
出
店
募
集

■日
９
月
30
日
○日
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

■場
小
真
木
原
総
合
体
育
館　

■対
環
境
に
関
わ

る
活
動
を
行
う
団
体
、
環
境
に
配
慮
し
た
商

品
・
機
器
な
ど
を
扱
う
企
業
、
来
場
者
に
軽

食
等
を
販
売
で
き
る
飲
食
店　

■
ブ
ー
ス　

屋
外
（
テ
ン
ト
内
）
…
５
・
４
ｍ
×
３
・
６

■日７月21日○土～９月２日○日午前９時～
午後７時（土曜・日曜日は５時まで〈月
曜日休館〉）　■場庄内町内藤秀因水彩画記
念館　■問庄内町立図書館☎0234‐43‐
3039

●庄内町 つちだよしはる　　　絵本原画展

　東日本随一の展開幅約２kmの超ワイ
ドスターマインをはじめ、大空中スター
マインや最上川を彩る大水上スターマイ
ンは必見。
■日８月４日○土午後７時30分　■場最上川
河川公園　■ ■ 特別観覧席販売　各コンビ
ニエンスストア、楽天チケット、イープ
ラス（「酒田さんぽ」HPで検索）　■問酒田
観光物産協会☎0234‐24‐2233　■他花
火ショー終了後、新潟行き臨時列車を運
行します（酒田駅発午後10時35分）

●酒田市 夏の酒田の風物詩 　　　　　酒田花火ショー2018

■日 ▼緑と庄内砂丘、日本海コース（40km
・20km・10km・５km）…９月１日○土　

▼水と鳥海山麓、自然コース（30km・
20km・10km・５km）…２日○日　■費
2,000円（当日は200円増し。学校・子
ども会等の団体付添いの保護者は1,000
円。同付添いの教員および高校生以下は
無料）　■申８月10日○金まで遊佐町生涯学
習センター内「同実行委員会」事務局☎
0234‐72‐4114へ

●遊佐町 奥の細道鳥海　　　　　　　ツーデーマーチ



22

 

仕事や趣味など、様々な分野で目標に向かって、生き生きと輝いている市民の皆さんを紹介していきます。

藤島の恵みを子供たちへ…
サンサン・畑の会（藤島）

　藤島地域の子供たちに安全・安心でおいしい地元
の食材をたくさん食べてもらおうと、平成14年の
藤島ふれあい食センター「サンサン」のしゅん工を
機に結成しました。現在の会員は12個人３団体で、
ふれあい食センターと連携しながら56品目の野菜
等を納入しています。また、さらなる安全・安心な
食材づくりを目指して、研修や持続性の高い農業生
産方式の導入に努めたり、小学校での交流給食を通
して子供たちと顔の見える関係を築いたりして、地
域農業の理解促進や食育に取り組んでいます。
　活動していて一番やりがいを感じるのは、交流給
食で直接地元の子供たちに「おいしかったです！」

と言ってもらえたときです。給食に食材を提供する
ことは、食を通じて地域の将来を担う子供たちの成
長を支えることです。子供たちが、おいしいものを
たくさん食べて大きく育ってくれることを願い、ほ
かに提供するときとはまた違った緊張感を持ちなが
ら、丹精を込めて作っています。だからこそ、子供
たちに喜んでもらえることが何よりもうれしく、こ
の活動の魅力です。
　今後も藤島産野菜使用率の向上に取り組みながら、
すばらしい食材がたくさんあることを伝え、その味
を地域の誇りだと思ってもらえるよう積極的に活動
していきます。

市への意見や質問、広報を読んで
の感想などをお寄せください。
◎送り先　 本所総務課
　　　　　☎25‐2111内線317

実
家
で
一
人
暮
ら
し
す
る

母
の
物
忘
れ
が
心
配
で
す

　

実
家
で
一
人
暮
ら
し
を
す
る
母
の
物

忘
れ
が
、
最
近
に
な
っ
て
急
に
進
行
し

て
き
た
よ
う
で
不
安
に
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
市
外
で
暮
ら
し
て
い
て
、
頻
繁

に
母
の
様
子
を
見
に
行
く
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
場
合
、
ど
こ
か

相
談
で
き
る
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
す
か
。

か
か
り
つ
け
医
や
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

　

家
族
に
認
知
症
の
方
や
認
知
症
が
疑

わ
れ
る
方
が
い
て
お
悩
み
の
場
合
は
、

か
か
り
つ
け
医
、
ま
た
は
近
く
の
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

は
、
介
護
や
健
康
・
福
祉
、
医
療
や
生

活
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、
高
齢
者
の

様
々
な
相
談
を
受
け
付
け
る
身
近
な
相

談
機
関
で
す
。
お
話
を
聞
き
、
必
要
な

支
援
に
つ
な
げ
ま
す
。

■
つ
る
お
か
オ
レ
ン
ジ
チ
ー
ム
の
支
援

 

「
つ
る
お
か
オ
レ
ン
ジ
チ
ー
ム
」
は
、

QＡ

　藤島地域の学校給食に地場農産物を提供する生
産者で構成されるサンサン・畑の会。設立後は給
食での藤島産野菜使用率が50%以上という高水
準を維持しています。地場農産物の安定的な供給
が、全国に先駆けて行われてきた地産地消推進の
原動力となっています。このような活動実績が評
価され、平成17
年度地産地消優
良活動表彰・東
北農政局長賞を
受賞しました。
　お話してくれ
たのは５代目会
長の去渡勝宏さ
んです。
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平
成
27
年
に
設
置
さ
れ
た
市
の
「
認
知

症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
」
の
こ
と
で
、

認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医
、
保
健
師
、
看
護

師
、
精
神
保
健
福
祉
士
、
作
業
療
法
士
、

介
護
福
祉
士
等
の
専
門
職
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
認
知
症
の
方
や
認
知
症
が

疑
わ
れ
る
方
、
そ
の
家
族
な
ど
を
訪
問

し
、
早
期
の
医
療
機
関
の
受
診
や
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
等
に
向
け
、
集
中
的

に
支
援
し
ま
す
。

▼
支
援
を
受
け
ら
れ
る
人
は
？

　

自
宅
で
生
活
し
て
い
る
40
歳
以
上
の

鶴
岡
市
民
の
う
ち
、
認
知
症
の
方
や
認

知
症
が
疑
わ
れ
る
方
で
、
次
の
①
〜
④

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
で
す
。

■
認
知
症
の
方
な
ど
へ
の
支
援

　

認
知
症
は
、
悪
化
予
防
を
含
め
で
き

る
だ
け
早
い
支
援
が
必
要
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
市
で
は
、「
つ
る
お
か
オ
レ

ン
ジ
チ
ー
ム
」
の
ほ
か
に
、
認
知
症
カ

フ
ェ「
ほ
っ
こ
り
か
ふ
ぇ
」や
、
認
知
症

を
理
解
す
る
教
室
等
、
認
知
症
の
方
や

そ
の
家
族
に
向
け
様
々
な
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
市
HP
「
認
知
症

サ
ポ
ー
ト
」
を
ご
覧
に
な
る
か
、
本
所

長
寿
介
護
課
ま
た
は
各
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
本
所
長
寿
介
護
課
〉

①
認
知
症
の
診
断
を
受
け
て
い
な
い

②
認
知
症
に
対
す
る
継
続
的
な
医
療
サ　

　

ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
な
い　

③
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い　

　

な
い
、
ま
た
は
中
断
し
て
い
る　

④
認
知
症
の
症
状
が
重
く
、
家
族
な
ど

　

が
対
応
に
困
っ
て
い
る

各種相談窓口 ※主に市が開設している暮らしに関する相談窓口を紹介します。
　その他の様々な悩みごとは「総合相談」へお問い合わせください。

内 容 相談窓口・電話番号 相 談 日 時 等

総合相談（身近な悩みや心配ごと等） 鶴岡市総合相談室☎0120‐866‐294 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

消 費 生 活 相 談 消費生活センター☎25‐2982
月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

内 職 相 談、 若 年 者 職 業 紹 介 鶴岡ワークサポートルーム☎25‐2215

教育相談（学校教育・就学に関すること） 教育委員会学校教育課☎57‐4864
月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～17：00

〃　　（青少年の健全育成） 青少年育成センター☎0120‐783‐748

〃　　（不登校・適応指導教室等） 教育相談センター☎23‐9351 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

子ども総合相談窓口（妊娠・出産・子育ての悩み等） 子育て世代包括支援センター☎35‐1118

月曜～金曜日（祝日は除く）8：30～17：15
子 育 て ・ 家 庭 児 童 相 談 子ども家庭支援センター☎25‐2741

障害者に関する相談（身体・知的・精神・児童） 障害者相談支援センター☎25‐2794

仕 事 や 暮 らしに 関 する 相 談 鶴岡地域生活自立支援センター「くらしス」☎29‐1729

高 齢 者 に 関 す る 相 談 お住まいの地域を担当する地域包括支援センターへ

休 日 診 療　　■問健康課（にこ♥ふる）☎内線362

●急な病気の際は……休日夜間診療所☎23‐5678
　・開所日　＜日曜日、祝日、年末年始＞　①  9：00～11：30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ② 13：30～16：30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ③ 18：00～20：30
　　　　　　＜上記以外の月曜～土曜日＞  ④ 19：00～21：30
　・診療科　内科、小児科、外科（②のみ）
　　　　　　※小児科は、①のみ小児科医が診察します。

●休日の歯痛の際は…休日歯科診療所☎23‐0372
　・開所日　＜日曜日、祝日、年末年始＞　①  9：00～12：00
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ② 13：00～15：00

献血　7/4 ～ 8/3
献血会場で骨髄ドナー登録もできます
■問健康課（にこ♥ふる）☎内線362

月　日 受付時間 会　場
７．４○水  ９：30 ～ 11：30 ＪＡ鶴岡本所　
　〃 13：30 ～ 15：30 ＪＡ鶴岡農機自動車中央センター
６○金  ９：30 ～ 11：30 にこ♥ふる
〃 13：00 ～ 15：30 　   〃
10○火  ９：30 ～ 11：30 櫛引生涯学習センター
〃 14：00 ～ 15：30 ＪＡ庄内たがわ羽黒支所
14○土 10：00 ～ 12：00 鶴岡協同の家こぴあ
　〃 13：30 ～ 16：00 　　　　〃

今月の各種相談窓口開設日　7/4 ～ 8/3
内 容 問 合 せ 相 談 日 時・会 場 等

行 政 相 談

（ 行 政 相 談 委 員 ）

本所市民課☎内線158 10日○火14：00～16：00・市役所本所

藤島庁舎総務企画課☎内線213 27日○金13：00～15：00・藤島ふれあいセンター

羽黒庁舎総務企画課☎内線218 17日○火13：30～15：30・市役所羽黒庁舎

櫛引庁舎総務企画課☎内線214  ４日○水、８月１日○水10:00～12：00・産直あぐり

朝日庁舎総務企画課☎内線411 17日○火13：30～15：30・朝日中央コミュニティセンター

温海庁舎総務企画課☎内線312 26日○木13：00～15：00・温海ふれあいセンター

登 記 相 談 本所市民課☎内線158 19日○木14：00～16：00・市役所本所

休 日 年 金 相 談 日本年金機構鶴岡年金事務所☎23‐5040 14日○土９：30～16：00（要予約）・同事務所
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編集・発行／鶴岡市総務部総務課

鶴岡市役所
本所

藤島庁舎
羽黒庁舎
櫛引庁舎
朝日庁舎
温海庁舎

〒997‐8601

（メールアドレス）
（ホームページ）
（フェイスブックページ）
（窓口受付時間）

〒999‐7696
〒 997‐0192
〒 997‐0346
〒 997‐0492
〒 999‐7205

《人口と世帯》（平成30年5月31日現在）
　住民基本台帳人口合計：127,667人
　　 （男：61,013人、女：66,654人）
　世帯数：48,891世帯
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山形県鶴岡市馬場町９‐25
☎0235‐25‐2111　FAX 0235‐24‐9071
tsuruoka@city.tsuruoka.lg.jp
http://www.city.tsuruoka.lg.jp
https://www.facebook.com/tsuruokacity
月曜～金曜日（祝日・年末年始除く）
午前８時30分～午後５時15分
市内藤島字笹花25　☎64‐2111
市内羽黒町荒川字前田元89　☎62‐2111
市内上山添字文栄100　☎57‐2111
市内下名川字落合１　☎53‐2111
市内温海戊577‐１　☎43‐2111

開館記念事業！

「円楽・たい平」二人会
10月20日（土）

荘銀タクト鶴岡 大ホール
午後２時30分開演　

■Ｓ席4,000円（一般）／Ａ席3,600円（一般）
※当日券は500円増し。※１人につき４枚まで購入可。
※未就学児は入場不可。※車椅子席は荘銀タクト鶴岡でのみ販売。

◆プレイガイド　
チケットぴあ　　（24時間。初日は午前10時から）
鶴岡市：荘銀タクト鶴岡（午前９時～午後７時。
　　　　　　　　　　　　初日は午前10時から）
酒田市：みずほ八文字屋 （午前10時～午後10時）
庄内町：BookCityとみや （　　　　  〃　  　　　 ）

海上自衛隊東京音楽隊鶴岡公演
８月25日（土）     全席指定　入場無料（要入場券）

時　間：昼公演　午後２時開演
　　　　夜公演　午後６時30分開演

会　場：荘銀タクト鶴岡 大ホール

演奏曲：美女と野獣
　　　　作曲家 片岡寛晶氏による委嘱作品 ほか

○入場券配布　
　日時：７月21日（土）午前９時から
　方法：荘銀タクト鶴岡で先着順
　※入場券配布は１人につき２枚まで。
　※座席の指定はできません。
　※車椅子での鑑賞を希望する方は、配布
　　の際にお申し出ください。
　※未就学児は入場不可。

○問合せ　荘銀タクト鶴岡☎24‐5188

●チケット販売　　　　荘銀タクト鶴岡公式HPでのインターネット申込みのみ　
　　　　　　　　　　　　  （https://tact-tsuruoka.jp/）※１人につき４枚まで購入可。
■市民先行エントリー　７月７日（土）午前10時～16日（月）
　　　　　　　　　　　※申込み多数の場合は抽せん。
　チケット引換え　　　７月28日（土）～８月４日（土）に同館へ
■一般販売　　　　　　８月５日（日）午前10時から　
　　　　　　　　　　　※インターネット申込みによる先着順。
　チケット引換え　　　購入確定から２週間以内に同館へ
※小学生以上はチケットが必要。　
※座席の指定はできません。
※当落結果はメールでお知らせします。

10月５日（金）午後６時30分開演　 荘銀タクト鶴岡 大ホール 全席指定 7,500円
Yamazaki Masayoshi String Quartet “BANQUET”

山崎まさよし

※ご希望の方には、チケットを　
　代金引換で郵送します（手数
　料500円はお客様の負担）。

― ７月16日（月）開催「松竹大歌舞伎」チケット好評販売中 ― 

●市民先行販売　日時  ：７月８日（日）午前９時～10日（火）
　　　　　　　　方法：荘銀タクト鶴岡で先着順
　　　　　　　　※鶴岡市民であることを確認できるもの
　　　　　　　　　を提示してください。

●一般販売　　　日時：７月13日（金）午前10時から


